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　これから誰もが、新しいコトを起こ
すのが当たり前の時代がやってきます。
「本業が忙しい」「やり方がわからない」
壁は色々とあるかもしれませんが、ま
ずは自分が当たり前だと思っている考
え方やものの見方をちょっと変えるだ
けで始められることは意外とたくさん
あります。

　例えば、みなさんは、普段どういうこ
とを「面白い」と感じますか？「よくわ
かった！面白い！」というのは多くの
人が感じたことがあるかもしれません。
では、「全然わからない！面白い！」は
どうでしょうか。まったく未知の世界
の知識を手に入れたり、これまで話し
たことのない世界の人と関係性を構築

するときは、後者の思考で乗り込んで
いく方が絶対に得るものが多いです。
わからないものに出会ったとき、どち
らかというとネガティブな思考で排除
してしまうことが多いと思いますし、
生き物としては自分の身を守る大事な
思考です。一方、研究の世界では、「わ
からないから、面白い」が圧倒的に優位
です。自分の想像を超えたものと出会
えたとき、自分の研究の可能性が一気
に広がるわけですから、「よくわからな
いものを見つけた、やった！！！」と小
躍りしたくなるのが研究者です。企業
の中で、新規事業の種や既存事業の新
たな可能性を探すとき、ベンチャー企
業の創業者や異業種のパートナーと話
をしているでしょうか。自分の想像も

つかないことを行っている人に出会っ
たとき、その場ですぐに分かった気に
なってしまったり、「よくわからないの
で話にならない」と諦めてしまったら、
それ以上話すことはなくなってしまい
ます。わからないからこそ、真剣に相
手と向き合うことができ、双方にとっ
て未知の視点からディスカッションが
できる。「わかるから、面白い」ではな
く「わからないから、面白い」その順番
の転換が、新しいものと繋がる力にな
るのではないでしょうか。

「わからないから、面白い」が、
未知な世界と繋がる力になる

誰もがコトを起こすリーダーになれる

『誰もが「地球貢献型リーダー」になれる思考法』
[出版社] リバネス出版（株式会社リバネス）  [価格] 2,000円（税抜）
[著者] 楠 晴奈   [コラム]西山 哲史・ 石澤 敏洋・ 藤田 大悟 ・岡崎 敬

第１章 地球貢献型リーダーは「サイエンスブリッジコミュニケーター」
第２章 さあ、はじめよう！トレーニングに必要な４つの心構え
第３章 自らコトを起こす考え方と行動を学ぶー誰でもできる、５つの思考の変化ー
第４章 仲間を集める方法を学ぶー「話せる・書ける」を支える４つのスキルー
第５章 仲間を集める方法を学ぶ ー「子ども」を仲間にする２つの挑戦ー
第６章 リーダーとなって動き続けるテーマを決めるー３人の仲間を集める旅ー

ブリッジコミュニケーションの教科書ができました！ブリッジコミュニケーションの教科書ができました！

人材開発論
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私たち株式会社リバネスは、知識を集め、コミュニケーションを行うことで新しい知識を生み出す、日本最大の「知識プラットフォーム」
を構築しました。教育応援プロジェクト、人材応援プロジェクト、研究応援プロジェクト、創業応援プロジェクトに参加する多くの企業
の皆様とともに、このプラットフォームを拡充させながら世界に貢献し続けます。

知識プラットフォーム参加企業

株式会社ジャパンモスファクトリー 株式会社ノベルジェン
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社名の変更、感性と素材に向き合う覚悟
artience株式会社

　当社は2024年1月に、東洋インキからartience
に社名を変更しました。artienceという社名には、
artとscienceの二つを融合させて、新しい価値を生
み出していくという決意が込められています。今ま
では技術力で機能的な価値を提供してきましたが、
これからは感性的な価値も届け、心の充足を実現し
たい。そしてそれには社内の力だけでは足りませ
ん。外の知恵も借りながら、みんなで考えていく
「場」が必要だと考えています。自前主義から脱却す

るのは簡単ではありませんが、それをやらなければ
新しいものは生まれてこないのです。「心の充足」と
は抽象的で掴みどころがないかもしれません。で
も、そこにこそビジネスチャンスがあると信じていま
す。こんな想いをこめて、当社は9月より感性価値の
創出を企業の枠をこえて実践する「感性と素材カ
レッジ」を始めます（43-44ページを参照）。ぜひ私た
ちと、心豊かな未来にともに挑みましょう。artience株式会社

インキュベーションセンター 所長
高橋 隼人 氏
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前川 瑠里  氏
東京大学大学院 総合文化研究科 修士2年

上野 裕子
株式会社リバネス グループ開発事業本部部長 人材開発事業部

Leave a Nest Malaysia Sdn. Bhd. 取締役

1999年生まれ、京都府出身。大阪府立大学工学部に所属中の2022年に
MAKERS UNIVERSITY 第6期生として活動を開始し、研究コミュニ
ティ ミツバチを設立。その運営を担う株式会社 QueeenB を立ち上げ、
若手研究者の研究資金獲得イベントなどを多数実施。2023年リバネ
ス奨学金第一期生に採択され、2023年10月に初の海外イベント Asia 
Science Hive をマレーシアで開催。現在は活動を継続しながら大学院
では人工臓器オルガノイドの研究に、会社ではアントレプレナーシッ
プを持った博士コミュニティの創出と研究を自動化するロボット開発
に東北大学と提携して取り組んでいる。

博士（理学）。在学中は米国留学経験を通じて、極限環境生物学にて生
命の起源の探求を行う。2013年株式会社リバネス入社。人材開発事業
部部長などを経て2021年10月より、グループ開発事業本部 部長、同年
11月より Leave a Nest Malaysia Sdn. Bhd. 取締役を務める。リバネ
スグループが拠点を持つアメリカ、イギリス、シンガポール、マレーシア、
フィリピンのディープテックスタートアップの発掘育成を行うと同時に、
スタートアップと協業した日本企業の新規事業のデザインを行う。

2025年の分岐点
2025年は、日本の労働人口の過半数をミレニアム世代が占め、働く人の価値観が大きく変わる転換点で
もあります。これからの社会の中核を担う若手人材がどのような価値観で行動し、どのような視点で世
界を見ているのか。私たち企業は彼らから学べることが多くあるはずです。
本コーナーでは、独自の視点や情熱を持ち、自ら行動を起こして社会の中で活動をする学生を紹介します。
彼らの活動を応援しながら、互いの価値観を共有し、共に未来の社会を構想していきます。

私たち株式会社リバネスは、知識を集め、コミュニケーションを行うことで新しい知識を生み出す、日本最大の「知識プラットフォーム」
を構築しました。教育応援プロジェクト、人材応援プロジェクト、研究応援プロジェクト、創業応援プロジェクトに参加する多くの企業
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情報だけでなく
自分の目で確かめる

上野 高校1年生のときから研究が

好きだったと聞いたのですが、「研

究」がしたいと思えたのはなぜなの

でしょうか。中学高校で理科の授

業はありますが、そこでやるのは「実

験」ですよね。実験は、教科書で習

う内容を実体験する、いわばおいし

い料理を作るための答えが書いて

あるレシピ本のようなもの。でも、

答えのない問題に取り組む研究は

違います。どこで研究の楽しさを

知ったんですか？

前川 高校生の頃はとにかく化学オ

タクで研究のことしか考えてなかっ

たですね。研究を知ったきっかけは、

グローバルサイエンスキャンパス

という取り組みに参加したことで

した。高校生が大学で研究ができ

るプログラムで、大阪大学、京都大

学などに通い、新規の蛍光分子を合

成して、構造による蛍光輝度の違い

を調査していました。先生も結果

が分からない。教科書にも載って

いない未知のものを解き明かして

いくことが、楽しかったですね。

上野 なるほど。でも、そもそもそう

いう取り組みに参加しようと思っ

たのはなぜなのでしょう？

前川 実は最初は進路選択のためで

した。高校までは科学の教科って、

「数学」や「物理」という分類でした。

でも大学受験の志望調査で急に「理

学」とか「工学」が出てきて、ぜんぜ

ん違う枠組みで捉えられてると思

いました。それぞれがどのように違

うのか分からなかったんです。その

頃友達に「一緒に工学と理学の違い

を確かめに行こう」と言われて、そ

れは意思決定に関わる良い経験が

できそうと思い、プログラムに参加

しました。

上野 自分が高校生の頃のことを考

えると、例えば大学案内に書いてあ

ることを確かめに行こうという発

想はなくて、書かれている情報から

判断していたように思います。今は

当時よりももっと簡単にたくさん

の情報が手に入ると思いますが、そ

れでもやっぱり「自分の目で見たい」

と思うものですか？

前川 そうですね。百聞は一見にし

かずといいますが、自分の体験を一

番信じているのかもしれません。自

分が面白いと思えるかや、向き不向

きはネットは教えてくれないじゃ

ないですか。もちろん、体験ができ

る恵まれた環境にいたというのも

大きいとは思います。

多様な多様な
価値観の中で、価値観の中で、
新たな価値を表現し新たな価値を表現し
仲間を集める仲間を集める

現在東京大学大学院で学びながら、株式会社
QueeenB の立ち上げメンバーとして研究コ
ミュニティミツバチの運営などを通して、研究
をやりたい誰もが研究できる社会を目指して
いる前川瑠里さん。リバネス奨学金で第一期
生として採択され、採択者の活動を支援するゼ
ミ活動をきっかけに、若手研究者のための研究
資金獲得イベント「Asia Science Hive」をマ
レーシアで実施、成功させた。今まさに成長途
上の若手研究者でもある彼女をこのような活
動に駆り立てるのはいったいどのような価値
観なのだろうか。リバネスマレーシアの取締
役でもあり、ゼミ活動の中で彼女の取り組みを
支援した株式会社リバネス上野裕子と語る。

2025年2025年のの分岐点分岐点
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思い通りにいかない時間が
視野を広げる

前川 その後、研究がしたくて大学

に入ったわけですが、どうやら学部

1年生では研究はできないらしいと

いうことにはじめて気がついたん

です。化学の研究がしたかったの

ですが、「危ないから1年生にはや

らせられない」、「ちゃんと授業で学

んでからね」と言われて。最初はそ

んな仕組みは変えられるはずだ、と

思って、学部長にまで直談判に行っ

たんですが答えは同じでした。

　そのうち化学もあまり好きでは

なくなってしまいました。研究で

知りたいことを自分で調べていく

能動的な学びに対して、授業のよ

うな偶発的な学びの両軸がある時

間が自分はとても楽しくて。高校

生の頃はその2つがリンクしてい

たんですが、それが片方になって

しまったのが、大学1年生の頃でし

た。実は大学受験で第一志望校に

落ちていたこともあり、その頃と

ても悲しくなっていました。でも、

悲しいという感情の理由を考えた

ときに、高校生の頃から研究しか

やってこなかったことで、自分が

研究や学問の評価軸でしか自分を

測れていないと気づきました。自

分はまだしも、これから関わる人、

世の中や時代を1つの価値観でし

か測れないのは豊かでないと思い、

それで、あえて研究以外のことを

やってみることにしました。イベ

ントで100人集客してみたり、起

業関連の取り組みとか、そういう

ことに色々参加していました。

上野 なるほど。自分の視野を意図

的に広げようとする時期も大切で

すよね。

前川 イベント開催を通じて、自分

の興味のなかった分野も含めてた

くさんの人と話したのですが、結

局自分が心惹かれるのは研究でし

た。これだけいろんなことを知っ

ても、やっぱり研究が好きなら、も

う一度この道で挑戦してみようと

心が決まりました。そこで、日本で

は研究できないと見切りをつけ、海

外留学プログラムに応募し、ジョー

ジア工科大学への短期留学ができ

るようになったんです。ところが、

ちょうど世界的な新型コロナウイ

ルス感染症の拡大が始まってしま

い、その年の留学は延期になって

しまいました。

上野 2021年の冬頃だとちょうど

大変な時期ですね。

前 川 ど う せ 何 も で き な い な ら、

と、大学に入って自分が研究でき

なかった経験を元に、学部生でも

研究できるようにする仕組みを作

りを始めました。活動しているう

ちに、学生の起業を支援する NPO

法 人 ETIC. が 運 営 す る MAKERS 

UNIVERSITY の 存 在 を 知 り ま し

た。最初は起業経験がないため躊躇

していたのですが、受けて失うもの

を考えた時になかった、むしろ応募

の過程で自分のやりたいことを内

省できる良い機会だと考え挑戦し

てみようと参加しました。大学2年

生の冬に活動が始まったのですが、

ここで、「君たちは今日から起業家

だ」といわれ、とにかくヒアリング

の重要性や課題の解決を重視する

新しい考えを叩き込まれていきま

した。

上野 ここでの活動が今運営してい

る研究コミュニティミツバチの立

ち上げや会社設立につながっていっ

たんですね。
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異なる価値観の二者択一から
融合へ 

前川 一方で、ジョージア工科大学

に行く権利はまだ持っていたので

3年生の夏に渡米しました。当時は

昼間は大学で研究して、帰ってから

明け方までオンラインで MAKERS

のプログラムを受けていました。

上野 とても大変じゃないですか。

なぜそんな生活を続けられたんで

しょうか。どちらかを辞めるとい

う選択肢もありましたよね？

前川 自分は起業家なのか研究者な

のか、どちらを取るのか見定める期

間にしようと思っていたからです。

その時はすごく視野の狭い人間で、

今の世の中にある生き方を見て、二

者択一で自分をどちらかに当ては

めようとしてたんだと思います。

上野 その時の起業家の定義は会社

を作ることですか？

前川 そうですね、その時の起業家

の定義は、どっちかというと、会社

を作って、誰もが研究できるシステ

ム自体を作っていく人、自分がプレ

イヤーというよりも、プレイヤーを

支える基盤を作っていく人だと思っ

ていました。

　実は渡米直前は、研究をしていな

い時間が長すぎて、自分が研究が好

きなのかわからなくなっていました。

でも、現地で聞いたハーバード大学

の教授の講演がとても面白くて、感

動したんです。結晶学の研究者だっ

たのですが、誰かの役にたっている

から、価値があるからではなく、シ

ンプルに研究が好きでやってるん

だろうなという印象でした。そのこ

ろは、働くというのは、例えば起業

して、なにかの課題を解決して、そ

の対価としてお金をもらうものだ

と考えていたんです。でも、ただ単

純に面白い、それを追求するという

ことに、心が動く自分がいるんだと

いうことに気づきましたね。そこ

でもうちょっと研究したいなと思っ

たのが、大学3年生の夏でした。

上野 私は生命の起源の研究をする

ために極限環境微生物の研究をし

ていたのですが、一人の人間が探

究心を突き詰めるために、全エネル

ギーをかけることができる、そうい

う研究者にとても憧れていました。

前川 そこから私自身にも少し変化

があって、それまでは、私自身研究

と解決したい世の中の課題が結び

ついてない人間だったのですが、

自分が取り組んでいた研究テーマ

がどんな課題を解決するのか興味

をもち始めました。今は科学的な

現象としての面白さもあり、かつ

課題を解決し、かつ世の中のため

にもなる研究が私にとってのエキ

サイティングな研究です。

上野 両方同時にやったからこそ、

価値観が融合してきたんですね。

新しい価値を表現できる人

上野 リバネス奨学金の活動中に取

り組んだ Asia Science Hive では

何か良い発見はありましたか？

前川 英語を使いながら、多種多様

な背景をもった国籍も違う人たち

が集まり、かつみんなが納得できる

意見のゴール、収束先を見つけてい

くという体験ができたのはすごく

いい経験だったと思っています。今

までは英語でのミーティングでは

意見をいう一参加者で、収束先を見

つけなければいけない立場にいな

かったので新しい体験でした。

上野 私も海外子会社のメンバーと

2025年2025年のの分岐点分岐点
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プロジェクトを行っているので、

気持ちがよくわかります。より多

様になればなるほど、相手の考え

をリスペクトしている、というの

をこまめに表現しながら議論する

必要があると感じています。

前川 より多様性を受け入れようと

すればするほど、あなたのその考え

方には価値があると思います、それ

分かってますよ、と伝えていくコ

ミュニケーションの仕方が必要に

なりますね。以前何かの本で読ん

だ話なのですが、人間が進化でき

た理由は専門性と価値の交換がで

きたからだ、というのがあるので

すが、私も専門性とその価値の交

換で大きな革命や進化が生まれる

んじゃないかと思っているんです。

価値観が同じ人が集まっていれば、

議論はもっと早く進められるけれ

ど、多様になればなるほど、意思決

定の速度は下がってしまうのかな

と思います。どのフェーズではそ

の多様性が重要で、どのフェーズ

では少人数の意思決定がいいのか

を見極めていきたいですね。

上野 逆に、日本と文化や背景が違

う人同士が同じ組織にいる時に、

多少けんかをしてもゴールに向かっ

て行こうと思えるのは、今やろう

としてることって価値があるよねっ

ていうベースラインで同意し合え

ていないとできないですよね。

前川 価値があると両者が認識して

ないと交換できないですもんね。

奨学金のゼミ活動の中でも最も難

しかったのは、今はまだ価値がな

いものに、将来生まれる価値をど

う相手に想像させ、かつ投資して

もらうかと考えるところでした。

上野 昔は価値のものさしは、お金

とか偏差値とかわかりやすかった

けれど、今はものさしがたくさん

出てきたと思うんですよね。今ま

だないものに、なぜ価値があるの

かと表現する力の方がよっぽど重

要な気がします。それこそ不安定

で不確実な時代だからこそ、価値

の表現力が問われている世代だと

思います。

前川 今ないものに、どのような価

値があるのかを見せて、しかもそ

れを発信して仲間を集めていくの

が大事ですね。

上野 今後はどのような活動をして

いく予定ですか？

前川 大学院生になり、自分に近い

博士学生に目が向いてきました。

現在は学振（日本学術振興会の特別

研究員）の採択者が若手研究者とし

て評価されますが、採択されると

制度の問題で起業が難しくなりま

す。実用化に至れば世の中にイン

パクトを与える研究を行っている、

やる気のある若手の研究者が多く

いるのにも関わらずです。そんな

ふうに資格や条件によってやりた

いことに挑戦できなくなる状況を

なくせるような仕組みを作ってい

きたいと思っています。

上野 それもまた新しい価値の発信

になりそうですね。これからも応

援しています！

（構成・重永 美由希）

前川さんが参加した、熱意ある学生の活動を支援する
「リバネス奨学金」の取り組みはこちらで紹介しています。

https://lne.st/scholarship
[ お問合せ ]

株式会社リバネス 人材開発事業部
リバネス奨学金担当 ( 重永 )　Email : hd@lnest.jp

前川さんが企画した若手研究者が研究資金獲得
を目指すイベントAsia Science Hiveの様子。企
業や個人スポンサーを集め、日本、マレーシア、
インドネシアなどから多くの学生が参加した。
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リバネス奨学金で学生とともに企業内の
アントレプレナーシップを醸成する

新しい奨学金のしくみをつくる、企業パートナーを募集しています
[問い合わせ先]　 株式会社リバネス　重永　hd@lnest.jp

企業とアントレプレナー人材の
ミスマッチの解消

　変化の大きな時代、企業の中の人

にも適応していく力が求められてい

ます。このような時代には、既存事

業にとどまらず、新たな事業への挑

戦が必要であり、それを推し進める

アントレプレナーシップをもった社

員の存在は企業にとって重要です。

　一方で、大学や学生も変わってき

ています。昨今、大学の技術シーズ

の事業化が期待され、大学発ベン

チャーはハイペースで数を増やし

てきました。大学ベンチャーキャ

ピタルも立ち上がり資金を提供し

始めています。身近に事業化に取

り組む教員が増えている他、カリ

キュラムとしてもアントレプレナー

シップについて学べる機会が増え

ています。このような大学の教育

環境の変化により、アントレプレ

ナーシップを持つ、もしくは発揮す

る適正のある学生は増えていると

考えられます。

　しかし、このような学生は、既存

の企業に入社することに多少なり

とも疑問を持っています。それゆ

え新卒採用することは一筋縄では

いかないでしょう。アントレプレ

ナーシップを発揮している学生は

既存の採用ルートでは力を発揮で

きないことが多く、その適性がある

学生も現在の評価基準の中では型

にはまっていってしまいます。こ

のような学生を採用するには、新た

な採用方法が必要です。

　この「既存の採用ルートと、アン

トレプレナーシップを鍛えた学生

のミスマッチ」という大きな課題を

解決すべく、リバネスが新たに考案

したのがリバネス奨学金の取り組

みです。実は、学生はアントレプレ

ナーシップを学びながらも、それを

発揮する行動にうつす機会はあま

り多くありません。そこで、その機

会を企業が支援することで、アント

レプレナー育成を加速することと

企業へのアントレプレナー人材の

流入を両立出来ると考えました。

奨学金を
「投資」に位置づける設計

　多くの奨学金プログラムは、投資

には位置づけられていません。給

付型の場合は返済も求められませ

ん。リ バ ネ ス 奨 学 金 は 学 生 の「活

動」を支援するためのプログラムで

す。そして金銭的な返済を期待す

るのではなく、ユニークな活動を通

じて世の中に働きかけることを期

待してお金を渡す、という設計にし

ています。自らも学生ベンチャー

として始まったリバネスは、多くの

メンバーが学生だった事業立ち上

げ前に、周囲の人生の先輩たちから

支えられて成長してきた経験があ

ります。この経験から、大学の勉強

でも、起業でもない、はじめて学外

に目を向けた活動を支援すること

が、その後のアントレプレナーシッ

プ発揮につながるのではないかと

考えました。また、活動資金だけで

なくリバネスのプラットフォーム、

これまで社員が築いてきた知識や

関係性も活用出来るようにするこ

とを決めました。これは、2016年

にリバネス代表の丸幸弘が NPO

法 人 ETIC. の 運 営 す る MAKERS 

UNIVERSITY に メ ン タ ー と し て

参画した経験が元になっています。

丸ゼミからはサグリ株式会社の坪

井氏や株式会社イノカの高倉氏な

ど次世代の起業家が数多く生まれ

ました。そして、リバネスとしても

共に事業を作っていく大切なパー

トナーになりました。

　これらを踏まえ、リバネス奨学

金のプログラム設計が生まれまし

た。給付する奨学金は10万円。そ

れだけでなく、学生たちにはリバ

ネスの持つ考え方、人間関係、その

他活動を目的に向かって前進させ

るためのスキルやアセットをを惜

しみなく提供することにしました。

学生が「応援された」という実感を

持つことを重要視した設計になっ

ています。
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リバネス奨学生の活動
リバネス奨学金では、「科学技術の発展と地球貢献を実現する」に資する社会実験的な活動を構想し、実現していく強い
意思を持っている学生に向けて支援を行いました。学生一人ひとりのチャレンジから、様々な活動が生まれています！

リバネス奨学金 第一期奨学生（37名） ※写真は各ゼミ最終回にて撮影

●小学生向け自然教育活動（広島県でのゴギ生態調査） ● Science hive in Malaysia （マレーシアでの若手研究者向け研究費獲得イベントの
実施） ●拒食症メカニズム研究の立ち上げ ●宇宙における CO2からの糖生産システムの開発 ●熊大マウスバンクの事業化 ●未利用資源から
創る新規バイオミメティック材料の事業化 ●プラズマ発生装置の学校向けキット化 ●アボカドの栽培育種 ●学生が科学的思考力を養う新規ワー
クショップの開発 ●「ミミズで見つける探究心」ワークショップ実施 @ 足立区 ●日本版、臨床宇宙専門医の研修プログラム開発 ●東南アジア
でのベンチャーインターンプラットフォーム＠フィリピン ●「良いグラフ」可視化手法の開発 ●中高生ワクワクキャンプ @ 山形庄内 ●もの
づくり駆動教育プロジェクト ●インタビュー記事連載プロジェクト　...etc.

動き出した活動

第一期奨学金採択者に聞く リバネス奨学金活用の実態

Q.なぜリバネス奨学金に応募しましたか？

Q.リバネス奨学金に採択され、
    ゼミ活動を経てどんなことが得られましたか？

Q.活動資金10万円は何に使いましたか？
      （自由記述回答から分類して集計）

●自分のための活動資金10万円が欲しかった 13人/17人

●リバネスのネットワークやアセットを活用したかった　8人/17人

●ゼミ活動に参加したかった　9人/17人

[その他の理由」
異分野の研究者、他大学の知り合いを増やしたかった
大学院生がどのような活動をしているのか興味があった
研究仲間をつくりたかった
人との繋がりが欲しかった。

● ゼミが始まった当初は、自分のやりたいことが非常に幅広く、抽象的で、正直自分自身でも、「自分がなにをやりたいのか」あまり
分かっていない状況だった。しかし、ゼミでのフィードバックや他のメンバーたちとの議論を通じて、自分は科学を通してどんな

「世界」を実現したいのかが明確になり、活動の方向性もより具体化された。
● 今回のゼミ活動で心理的に大きく成長出来たと思います。私のコミュニティはこれまでほとんど研究室だけでした。しかし、全く

知らない分野における最先端を行く人達と交流出来て、自分が如何に狭い世界しか知らないかということを思い知り、考え方が
洗練された気がします。そこで得た人脈や考え、学術的知識は今でも自分の研究に繋がる部分もあり、本当に多くのことを得られ
たと思います。

● 研究等の自身の活動に熱心に取り組む同年代と交流する機会となり、自分も努力しようと思うモチベーションにつながった。
● 小さいものだが自分たちで1からプロジェクトを作った経験とビジネスについて学べた。
● 自身の研究の社会的意義について深く考える機会につながった。加えて、WS 開催のための難点等について経験することができた。

活動資金のため旅費としての利用が圧倒的。遠方から奨学金
を利用してゼミに通った人も。今後の起業や活動のために
貯蓄している人もいました。

旅費

イベント関連

機材・物品

学会参加費・
論文投稿費など

使っていない

0 2 4 6 8
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特集1

次世代のアントレプレナーシップは次世代のアントレプレナーシップは
いかにして育まれるのかいかにして育まれるのか

やりたい仕事への挑戦を
後押しする環境

　静岡大学は2017年より EDGE-

NEXT プログラムに参画し、大学

生・大学院生を対象にアントレプレ

ナーシップ教育を本格的にスター

トさせた。現在は「MOVE ON」と

いうプログラムを実施している。

主催は静岡大学だが、県内の大学

生・大学院生が学校の垣根を超え

て集まり、2ヶ月間で新たな事業を

生み出すことに挑戦するプログラ

ムだ。参加する学生の多くは、ゼロ

からイチを作ってみたいというモ

チベーションで集まる。このよう

なプログラムを続けるうちに、起

業に関心を持つ学生が自ら鈴木氏

のもとを訪れるようになってきた。

事業開始当初から学生自身の意識

にも変化を感じているが、親の意

識にも変化があるという。今まで

は地元の大手企業への就職を望む

ことも多かったが、最近ではやり

たい仕事があるなら企業の規模は

関係ない、「チャレンジしてみたら」

と後押しする親も増えている。「昔

は3回転職したら『社会に適応でき

ない』と言われたが、今は何度転職

してもマイナスイメージはない。

親御さんの意識も明らかに変わっ

てきました」と鈴木氏は話す。

今、多くの企業でイノベーション人材が求められている。失敗を恐れずに新しいコトを仕掛けるよ
うな人材だ。こうした社会のニーズは大学教育にも波及している。イノベーション人材に求められ
る素養としてアントレプレナーシップがあるが、多くの大学が、社会課題の解決や価値創造をできる
人材を育てようとアントレプレナーシップ教育に注力しており、成果も出始めているという。大学
におけるアントレプレナーシップ育成とはどんなものなのか。企業での人材育成のヒントになりう
るのか。本特集では3つの大学に取材し、イノベーション人材を育成するヒントを模索した。

垣根の低い地域と育む
「やらまいか」精神

静岡大学
イノベーション社会連携推進機構 産学連携推進部門 部門長  特任教授 コーディネータ

鈴木 俊充 氏

静岡市と浜松市にキャンパスを持つ静岡大学では、2017年より文部科学省の次世代アントレプレナー
育成事業（EDGE-NEXT）、2021年度からは JST スタートアップ・エコシステム形成支援にてアントレ
プレナーシップ教育に取り組んできた。参加者は文理関係なく学部生から大学院生までと幅広い。目
標は潜在的な課題感を見出し、解決方法を考え、行動を起こす精神を養うことだ。そして、静岡大学の
アントレプレナーシップ教育を下支えするのは地域コミュニティだった。静岡大学を中心にして広が
るアントレプレナーシップ教育はどのようなものなのだろうか。
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俯瞰的に物事を見て
課題を見出す

　静岡大学のアントレプレナーシッ

プ育成プログラムで伝えているの

はビジネスの根底にあるもの。つ

まり単なるお金儲けではなく、社

会の見えていない課題を知ること

の大切さだ。EDGE-NEXT を履修

した学生のひとりは、エシカル商

品を提案するビジネスを立ち上げ、

活動を拡大している。東京・有楽町

のマルイに「エシカルな暮らし」と

いう店舗も構え、全国のエシカル

商品のマーケティング支援をして

いる。一方で大手コンビニエンス

ストアと連携し「ゲーム感覚ゴミ

拾いイベント」なども企画する。鈴

木氏はこの学生について「新しい

ビジネスを生み出すきっかけは、

プログラムで養った俯瞰的に物事

を見る視点だと話してくれました」

と振り返った。「学生が社会課題を

発見し、解決する力を身につける

ことが大学の役割。課題意識を持っ

て、それに役立つ知識を見つける。

それが将来、企業で働く上でも活

きる力になります」。静岡大学が育

もうとしているアントレプレナー

シップ教育は、課題感を見出し、行

動を起こせる学生の主体性を育む

ことにあるのだ。

垣根の低さが
次世代を育てる力

　行動力のある学生を輩出してい

る静岡大学のアントレプレナーシッ

プ育成プログラムだが、実は、それ

を下支えしているのは大学を取り

巻く地域コミュニティだ。特に浜

松地域には「やらまいか」（＝「とに

かくやってみよう」という浜松地

域の方言）の精神が根付いており、

企業、金融機関、行政の垣根も低い。

鈴木氏は「この地域は行政や支援

機関、金融機関の垣根がなく、お互

いの顔がよく見える関係なのです。

ビジネスライクな話し合いではな

く、いい意味で『おせっかい』な感

覚で相談に乗ってくれるのです」

と話した。「産業界とのつながりは

地域に根差す大学にとっても重要」

として、鈴木氏は以前、産業支援機

関に勤めていた経験から大学を支

援機関の一つと位置付け、企業と

の橋渡し役を担うことで大学の敷

居を低くする取り組みを続けてき

た。鈴木氏の努力もあってか、静岡

大学は、多様な人々を惹きつける

地域に開かれた大学になっている。

静岡大学では、学生たちの多くが

鈴木氏をはじめ大学コーディネー

タの紹介を経て、地元企業や金融

機関に気軽にアクセスできる環境

が整っているのだ。

小中高生にも広がる
アントレプレナーシップ

　そして今、アントレプレナーシッ

プ教育の環が、静岡大学を中心に

さらに若い世代にも広がりを見せ

ている。2023年からは高校生向け

のプログラムがスタート。今年も

「しずおかスタートアップキャンプ」

が開催中で県内全域から約30名の

高校生が集まっている。このプロ

グラムでは高校生たちが身近な課

題感を持ち寄り、３ヶ月間で課題解

決のアイデアを生み出す。昨年参

加した高校生からは「オープンキャ

ンパスなどで様々なノベルティー

をもらうけど使わないものがほと

んど。それなら本当に必要として

いる人に届けたい」といったアイデ

アが飛び出した。確かに、机に眠っ

ている使わない文房具は多いだろ

う。実際に物品を集め寄付先に提

供するまでには、市役所にヒアリ

ングに行ったり現場に足を運んだ

りした。そんな高校生たちの社会

課題解決への熱量は大学生に負け

ていない。さらに今年は、小・中学

生にまですそのを広げ、低学年か

らアントレプレナーシップマイン

ドを楽しく学習できるイベントも

予定している。このように、静岡大

学は今、年齢を問わず、「やりたい

ことができる力を身につける場所」

として、地域と協力しながら、次世

代の挑戦を支援している。「目的意

識もなく学生生活を送るのではな

く、自分の課題感と向き合い、課題

解決に足りていない専門知識を大

学にて身につける。それが静岡大

学のアントレプレナーシップ教育

です」。地域に根差し、学生の主体

性を育む。「やらまいか」の精神は、

きっと日本の未来を切り拓く原動

力となるだろう。

（文・伊達山 泉）

鈴木 俊充 氏
財団法人しずおか産業創造機構 ( 現 静岡県産業振興
財団）勤務を経て、2008年 ( 平成20年 ) から静岡大学
イノベーション社会連携推進機構のコーディネータ。
技術相談や共同研究などをサポートする一方で、企業
間の連携サポートや学学連携、県内支援機関や地域金
融機関、公設試等との連携まで行う。
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海外に飛び出し、
自発的活動を促す

　東京都立大学では、17年前から

大学院生向けの海外研修を行って

きている。参加者は修士過程を中心

に博士過程までの学生が十数名程

度、理学部や理工学研究科など複数

の研究科から応募する。先輩から話

を聞いてクチコミで応募する学生

も多いようだ。本研修では、アメリ

カやシンガポール、マレーシアなど

海外に実際に出向き、研究や自分が

取り組んでみたいと思う科学技術

をベースとした社会課題の解決策

としてのビジネス提案など、自分自

身の考えをプレゼンテーションす

る内容になっている。プレゼンテー

ションは事前研修を通して構築・練

習を重ね、自分が会いたい人に対し

て自身でアポイントメントを取り

付けてから渡航するためコミュニ

ケーション力が求められるが、一方

で、日本語は通じないことがほとん

どのため、多くの学生が苦労する。

立木氏は参加する学生について「多

くの学生が真面目な一方保守的で

すが、海外研修に踏み切る学生は、

少しだけここから抜け出ているよ

うに思います。チャレンジしたい

気持ちが強いのかもしれません」

と話す。とはいえ、学生の経験は浅

い。パスポートを持っていない学

生もいる中で、皆で揃ってチケッ

トの手配を進めていく。英語もう

まく話せない中で、自分の考えを

まとめてプレゼンテーションをつ

くっていく。「最初のプレゼンは本

当にダメなのですが、皆、最終的に

はうまく伝わるものに仕上がって

いるんです」と立木氏は回想した。

「研修を経て、学生たちは語学力と

プレゼンテーション能力は別のも

のだと、非言語的ではあるけど、理

解するようです」。

学生の能動性を触発する

　研修では海外の研究者らとディ

スカッションするために、自身の研

究テーマやその「目的」について事

前にプレゼンテーションをまとめ

る必要がある。自分が何をしたいの

かーー。研修のスタートは、良くも

悪くもこうした曖昧なテーマから

始まる。日頃の研究は何のために

行っているのか、社会のどんな課題

にアプローチしているのか。自分の

研究が世の中にとって必要なこと

はわかるが、具体的に誰のためにな

る、誰が喜ぶものなのかを再考する

ようになる。伝えるべき相手をしっ

かりと想定し、具体化していかなく

てはいけない。こうした自身の考

えをブラッシュアップしていくプ

ロセスでの学びは多く、博士課程に

進学したり、最適なキャリアパスを

描くという点においても価値があ

るものになる。

　実際に、研修を通して多くの学生

に明らかな「変化」が生じている。

ある学生は、応用化学分野で研究を

重ねたが、最終的には商社に就職し

た。狭く深く探究するよりも、広く

世界で活躍したいと考えたからだ。

世界で通用する
コミュニケーション力を
研ぎ澄ます

東京都立大学 理学研究科 助教

株式会社サイエンスグルーヴ 取締役

立木 佑弥 氏

2020年4月、首都大学東京から名称変更をして誕生した東京都立大学は、都市の未来を展望して設計さ
れた公立大学だ。大学院も7研究科11専攻17学域ある総合大学でもあり、都内各所にキャンパスを設
け、多くの学生が通い学んでいる。本大学においてもまた、アントレプレナーシップを学ぶことができ
るカリキュラムが存在している。立木氏は、このカリキュラムを運用しているメンバーのひとりだ。東
京都立大学ではどんな目的で、どんなプログラムを実践しているのか、立木氏に話を聞いた。



1515

この他にも自発的に社会活動に乗

り出す学生は多い。与えられた進

路候補から選ぶのではなく、自身の

優先順位や価値基準をもとに自ら

道を切り拓く力が身に付くという

点でもこの研修は価値があると言

えるだろう。

　実は東京都立大学では、この研修

を博士課程進学者数を増やすこと

を目的に実施してきた。博士課程

に進学する意味を学生に伝えると

ともに、博士号取得後のキャリアを

考えさせるという点では、この研修

をかなり重要なものとして位置付

けているのだ。

「研究ばかりでない大学」へ

　先進的とも思われるカリキュラ

ムを実施している一方で、東京都立

大学の体制や根幹を成すカリキュ

ラムに大きな変化はないようだ。

立木氏自身も、従来のカリキュラム

の重要性を指摘し、基礎学力を高め

サイエンスをとことん追求して欲

しいと語っている。一方、今の学生

には多様性があり、理学に進学した

からといって生物が好きとは限ら

ないとも話した。ベンチャー企業

に興味を示し、あるいは企業のイン

ターンシップに意欲的な人も増え

ている印象があるという。スマホ

の普及や SNS などにより手軽に情

報を入手して社会への接点をつくっ

ていく学生も増えているのだ。そ

して、しばしばこうした学生が立木

氏を訪れる。

　実は立木氏には、理学研究者と

は別にもう一つの顔がある。ベン

チャー企業の取締役という顔だ。

その理由を尋ねると、立木氏は「人

生のフェーズごとに理由があります」

と語った。若い時はアカデミアで

やっていくことだけが良いのかと

いう迷いがあった。そもそも基礎

研究はなかなか社会にリーチされ

ない印象があったし、実際に理学部

発ベンチャー企業はなかなか生ま

れないことから、まずは自分が始め

てみたというのもある。今は、自身

が取り組む理学の基礎研究をいか

にして社会に繋いでいくかを考え

ながら事業を展開している。そして、

事業で利益が生み出せれば、科研費

以外の自由に使える予算を手に入

れることができると考えているのだ。

そんな立木氏は、訪れた学生に対し

て「何でもやってみればいい」と背

中を押している。そして、人の紹介

を求める学生には「調べてあげるか

ら自分で行きなさい」と伝えている。

東京都立大学の大学院を修了した

学生の多くが今、自分の意志で進路

を拓きアカデミアや企業など様々

なフィールドに巣立っている。こ

れは、海外研修など新しいプログラ

ムを展開するだけでなく、環境の変

化も影響しているようだ。それは、

単にスマホなどの普及によるだけ

でない。大学内に起業しているア

ントレプレナー研究者がいて、身近

にキャリアモデルのひとつを見る

ことができる。立木氏自身もそう

いった環境をつくる1人になってい

るのかもしれない。

（文・佐野 卓郎）

立木 佑弥 氏
2013年、九州大学大学院システム生命科学府一貫制
博士課程修了。博士（理学）。日本学術振興会特別研究
員、京都大学ウイルス・再生医科学研究所の博士研究
員を経て、2018年4月より東京都立大学理学研究科助
教。株式会社サイエンスグルーヴの創業メンバー。
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変化に対応できる
強靭な人材を育てる

　「コロナ禍において、世界中の研

究者が『自分の研究が人類にどう役

に立つのか』を自問しました。自分

が職業を通してどのように社会に貢

献していくか、なんのために働くの

かを誰もが考えるようになったん

じゃないでしょうか」と塩﨑氏は話

し始めた。奈良先端大は設立当初か

ら社会や経済を支える高度な専門性

を持った人材を養成することを理念

として掲げてきた。そんな奈良先端

大が目標とするのは環境変化が起き

たときに対応できる強靭なイノベー

ション人材を育てることだ。「必要

なのは既存の枠組みや仕組みに頼り

切らないクリエイティビティ。専門

の研究や技術に囚われすぎずに他の

方法や他の人を巻き込んでいくこと

が新しい価値観を生み出す力に繋が

る」と塩﨑氏は考えている。研究者

であれば、自分の研究成果をいかに

発展させていくかを考える上で必要

な力だ。しかし、それは研究室の中

だけで必要な力ではない。「研究の

社会実装に取り組む場合、どんなに

シンプルに見えても一つの専門分野

内では収まりません。いろんな立場

の人がアイデアを結集して、議論し、

人と繋がりながら、課題を解決でき

る力が求められるのです」。

大学院の先に目指すキャリアも
多様で当たり前  

　大学院大学である奈良先端大の特

徴は学生の多様性だ。大学、高専の

出身者はもちろんのこと、社会人経

験者や留学生も多い。大学院進学に

際して奈良先端大を新たに選び、研

究を始める行動力を持つという点で

も活性の高い学生が集まっている

とも言える。学生たちについて、「学

歴的な多様性だけでなく、修了後の

キャリア、研究の社会実装や起業へ

の関心度にも多様性があって当たり

前」と塩﨑氏は考えている。そんな

奈良先端大で始まったアントレプ

レナーシッププログラムが「GEIOT

（ガイオット）」だ。2015年に文科省

のグローバルアントレプレナーシッ

プ補助金に採択されてから情報科学

研究科を中心に開始したプログラム

である。分野の異なる学生が数名の

チームを組み、1年近くかけて自身

の研究シーズからプロトタイプやビ

ジネスモデルを作る。起業経験のあ

る人やスタートアップをしている

人も講師やアドバイザーとして参

加する。経験や専門性の異なる人た

ちと意見を交わし、プロジェクトを

作り上げていく。最終回はビジネス

コンテスト形式で賞を出し、次の一

歩を踏み出すための後押しをする。

2018年に奈良先端大の情報、物質、

バイオの全3研究科が統合されて以

降、分野を問わず、参加する学生が

増えてきている。「日本の大学院で

は学生や教員がそれぞれの研究室に

閉じこもりがちでした。イノベーショ

ン教育やアントレプレナーシップ教

育は、多様な分野の研究室から学生・

教員を引っ張り出して、インタラク

彩り豊かな人材の交わりが
創造性を加速する

奈良先端科学技術大学院大学 学長

塩﨑 一裕 氏

奈良先端科学技術大学院大学（以下、奈良先端大）もまた、社会課題に挑む人材の育成を行っている。社
会人学生にとって「アントレプレナー」という言葉は会社を辞めて起業するイメージもあるため、「イ
ノベーション人材育成」と銘打った。学部のない大学院大学だからこそできる奈良先端大らしい人材
育成と大学院大学の社会における役割とは。塩﨑一裕氏に話を伺った。
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ションする場ができるという意味で

非常に面白い取り組みです」と塩﨑

氏はプログラムの意義を語った。

多彩な人材との議論が
新たな視点を加える

　GEIOT に参加した学生の中には、

その後も外部のビジネスコンテスト

に挑戦する者や実際に会社を立ち上

げる者も出てきている。学外の他流

試合に参加したり、違った分野や立

場の人とチームを組むことで、研究

室で取り組む学位論文研究を新たな

視点で再考したり、自分の研究の意

義を捉え直したりする学生も多いと

いう。

　奈良先端大では、異なる背景の

人とのコミュニケーションの中で

新しい考え方の幅を広げるプラッ

トフォームをさらに拡大している。

2022年、奈良先端大は KSAC（京阪

神スタートアップアカデミア・コア

リション）に参加し、GEIOT の経験

を活かして「奈良先端アントレシ

リーズ」6科目を開発した。さらに、

高校生向けにも「奈良先端ジュニア・

アントレ講座」3科目を開発・実施し

ている。2023年には新たに、中高生

向けの理数探求の学びの場として

NAIST-STELLA（ナイスト-ステラ）

プログラムを開始。高校で新設され

た理数探究科目は高校の先生にとっ

ては挑戦的な取組だが、大学院の先

生にとっては得意分野だ。解のない

ものを探求する研究者としての力を

社会で活かせる絶好の場でもある。

社会との接点を持つことで
研究者も進化する

　こうした活動の中で変化している

のは大学院生や高校生だけではない。

「教員の中にもイニシアティブを発

揮して挑戦しようという方が増えて

きている」と塩﨑氏。教育プログラ

ムだけでなく、研究の社会実装に踏

み出す教員も増えてきた。「今年は

ギャップファンドに応募する先生が

二桁にまで増えました」。自分の研

究シーズを社会に活かす方法として

これまでにも産学連携という選択肢

はあった。しかし、シーズに興味を

持つパートナーの企業を見つける必

要があるということがボトルネック

になる。企業の興味は速いペースで

変わるため、ムービング・ターゲッ

トになりがちで、研究者とマッチン

グしにくい。それなら自分の持って

いるシーズを自らビジネス化しよう

と考える研究者が増えてきたのだ。

行政の支援も整いつつある中で、自

ら研究を社会実装しようという教員

も学生も育ちつつあり、多様な人材

が集う奈良先端大の「共創」の理念

が結実しつつある。

（文・伊達山 泉）

塩﨑 一裕 氏
京都大学理学部を卒業、同大大学院理学研究科生物物
理学教室で理学博士号を取得後、渡米。スクリップス
研究所研究員を経て、カリフォルニア大学デービス校
微生物学科教授。2010年より奈良先端大教授。2021
年、学長に就任。専門分野は、分子細胞生物学、酵母分
子遺伝学。

今回、それぞれの大学の取材か
ら見えてきたのは、どの大学に
も「新しいことに挑戦してみたい」
という人材がいるということだ。
そして、各大学が行っているア
ントレプレナーシップ教育プロ
グラムは、そんな学生たちを研
究室から連れ出し、異なる知識
や視野を持った人と関わりを持
つ場を提供することで、新たな
挑戦への一歩を踏み出せるよう
後押しをしているのだ。プログ
ラムに関わる人すべてが参加者
とともに「どうすれば実現でき
るのか」を考え活動する中で、結
果的にアントレプレナーシップ
を発揮できる人材が生まれてく
るのではないだろうか。
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今、多くの企業が『子どもたちに自社を伝える活動』を始めています

共育プログラム
「人材のサステナビリティ」の考え方に基づき、自社の理念や技術を分かりやすく伝える世代研究者育成プログラムを導入する企業

が増えています。プログラム開発の流れや企業視点の Q&A から、共育の可能性をさらに紐解いていきます。

本プログラムでは、「未来の仲間づくり」を mission に、貴社社員が子ども向け（主に中高生）の体験教室や、単発で終わらな

い次世代研究者育成のプログラムを実施します。子どもが本物を通じて学ぶ機会と、貴社社員が伝えることで学ぶ機会の両輪と

なっている点が特徴です。

多様な知識、キャリアに触れる機会
学ぶ「意欲」に繋ががる社会との接点

相手を理解する洞察力
ビジョンを明確にし、語る力

社内ヒアリングを元に、貴社の理念および技術と教育現場と
のリンクを探求。また、人材育成の目標について決定します。
方向性に基づいて、研修内容の設計や共通の体験部分などを
企画します。

コミュニケーションやプレゼンテーションなど、専門外の
相手に自分や自社の技術を伝えるために必要な考え方を、
リバネスのコミュニケーターが伝えます。

社員の方がメインスタッフとして体験教室を実施します。
子どもたちと向き合い、コミュニケーション、プレゼンテー
ションを通じて体験教室を成功に導きます。

教育プログラムの準備プロセスが、貴社社員にとって最も重
要なトレーニングの場です。サイエンスブリッジリーダー ®
育成に長年従事する、リバネスのコミュニケーターとともに、
目標設定、自身の深堀、伝える言葉の作りこみを行います。

2万人を超える株式会社リバネスの学校教員ネットワークの中か
ら手を挙げてくれた学校とプログラム実施を行います。学校の生
徒の様子や先生の要望に合わせ、企画をカスタマイズしていき、
クライアントに求められる教室を作るという体験ができます。

一連のプロセスを通じたフィードバック及び振り返りの場を
用意します。参加社員はプログラムを通じて学んだことを
棚卸し、自身の仕事に繋げるため、次の行動を決めます。

共育プログラムの流れ

共育プログラムの概要

子どもの学び
自社の魅力やビジョンを伝え、

未来の仲間を集める

「本物」に
触れて学ぶ

伝える
ことで学ぶ

社員の学び

教育プログラムのテーマ及び、
人材育成ポイントの設計 教育プログラムの開発

学校の要望に合わせて
カスタマイズする

振り返り

座学研修で
考え方を整理する

子どもたちに伝える

1 2

4

6

3

5

貴社の社員教育次世代の育成

リバネスの人材開発プログラム



リバネスの人材開発プログラム

19

共育プログラムのお問い合わせ 株式会社リバネス　人材開発事業部・教育開発事業部
TEL  03-5227-4198  /  Email   hd@lnest.jp  ( 担当 : 立花・河嶋 )

以下のような課題感を持つ組織におすすめです。

Q なぜ、子どもたちに伝えることが研修になるのか？
A 「伝える」ことが最も難しい相手だからです。

Q 何が鍛えられるのか？
A 未来を描き、ビジョンを語る力です。

本研修では、社員が自社の技術や製品を使った体験型

の教育プログラムを開発し、子どもたちに自社がどん

な課題への貢献を目指して技術を磨いているのかを伝

えます。その中で社員は密に子どもたちとコミュニケー

ションを取り、どのような思いで働いているか、どん

な未来を創っていきたいのかを伝えます。

株式会社リバネスでは、創業時から、研究の魅力を

現場の研究者が伝える「実験教室」を実施してきま

した。子どもたちとのコミュニケーションを通じて

分かったことは、「科学のおもしろトピックスで子

どもの心が動くわけではない。子どもたちに響くの

は研究者自身の情熱や研究に対する姿勢・ビジョン」

だということです。

社会の発展とともに、企業の社会的責任や期待は大

きくなっています。多くの人が多様な考えを持ち、

簡単に情報を入手できるようになった今、これから

の社会で企業が社会に伝えていくべきは製品やサービ

スという外から見える自社の姿だけではなく、どのよ

子どもに分かりやすく伝えるためには、専門用語をす

べてかみ砕く必要があります。それは十分な理解がな

ければできません。また、子どもならではの「なぜそ

の研究が必要なの？」「その仕事のどこが楽しいの？」

という本質を突いた質問に答えるために、伝える内容

を深く掘り下げ、根幹の理解が必要です。子どもに伝

えることを通じて、社員は多くの事に気づき、学びます。

うな思いで製品を作り、研究開発をし、仕事をしてい

るのかのストーリーではないでしょうか。

一方、組織の中で自分のビジョンや思いを会社を代

表して語る機会はなかなかありません。そのため、

自社のビジョンの意味や自分のビジョンとどのよう

に繋がるのかを 1 人 1 人が考える機会は組織の中で

あまりないのではないでしょうか。リーダーシップ

を発揮できる人材の不足や離職の増加などにはそう

した背景があるのかもしれません。

この活動を通じて、組織のビジョンを理解し、その

一員として自分は何をしたいのかを考え、語る力を

鍛えることができます。

・顧客への意識が若手社員にまで十分に育っていない
・訓示以外に自社理念を浸透させる機会を作りたい
・リーダーシップを発揮できる人材が不足している
・社員の離職率が気になっている
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本コーナーでは、自国の外に出て海外で挑戦をする、様々な
アントレプレナーを紹介します。彼らの体験談を通じて、自国
にいるだけでは見られない世界の課題をお届けします。

日本発の技術で、
東南アジアに宇宙産業をつくりだす

株式会社IDDK 取締役CFO 吉岡 康平 氏

元々は大学で応用化学を専攻としていた吉岡康平氏。しかし専門を突き詰めても、研究
者が優遇されない日本の現状を悟り、あえて会計士の資格を獲得した。大学卒業後、デ
ロイトに勤務しながら10年かけて日本・マニラ・ロサンジェルスと世界を渡り歩いてきた。
そして今、日本発の宇宙バイオベンチャーIDDKのCFOとして新たな挑戦をしている。
なぜあえてベンチャーという道を選んだのか？その真意に迫る。

ベンチャーの面白さに惹かれて
キャリア転換

　学生時代に旅行で行ったロサン

ジェルスでいつか働きたい、そう思っ

てから見事その夢を叶え、仕事の区

切りがついた頃、また新しいことが

やりたくなった。IDDK は転職エー

ジェントから挙がった候補の一つだっ

たという。「まだ売上がそこまでな

かったし、一番不安定そうだったか

ら」と笑いながらも、これまで会計士

として携わっていた製造業に近い業

種で、かつ日本の技術をもって海外

に挑戦できるベンチャーという理由

で IDDK を選んだ。日本発の技術で

ある MID（Micro Imaging Device）

と呼ばれる、光学技術と半導体技術

を融合した、レンズを使わない顕微

観察技術が IDDK のコア技術だ。視

野と倍率にトレードオフが無く広い

視野を高い解像度で観察する事がで

きること、ピント合わせなどの煩雑

な操作を行うことなく顕微観察をす

る事ができるという、従来の顕微鏡

とは全く異なる原理特徴を持つ。

市場があるところには
あえて行かない

　設立当初は、顕微鏡ベンチャーと

して始まった IDDK だったが、吉岡

氏の加入後、宇宙バイオベンチャー

へとピボットした。レンズがないと

いう利点から、宇宙環境でも顕微観

察が容易にできること、また小型で

軽量であることから人工衛星に搭

載するバイオ実験プラットホーム

でも活用できる可能性があること

を見出したのだ。宇宙という微小重

力環境でのバイオ実験は創薬や再

生医療、特にオルガノイド製造での

可能性が期待されている。顧客とな

りうる大手製薬企業の過半数はア

メリカにあることはわかっていた。

しかし、アメリカには国際宇宙ス

テーションで長年研究の支援をし

てきた企業が、既に存在する。そこ

で、吉岡氏が最初に目をつけた海外

展開先は、東南アジアだ。

「急がば回れ」という
ベンチャーの戦い方

　特にフィリピンに注目していると

いう。その理由は、まだ市場がないか

ら。宇宙で実験したいと考える研究

者はいるが、実際はまだ予算がつい

ていないと言っても過言ではない。

一方で、フィリピンの大手事業会社

と話していると宇宙教育をしたいと

いう声をもらったという。「既存ビジ

ネスを回していれば確かに事業は成

り立つ。でもフィリピンの20年後の

発展を考えたら、国民に最先端の教

育を届けることがフィリピンの国力

をあげることに繋がる、そう言って

くれる事業会社がフィリピンにある

ことを知った。こういうパートナー

と共に子供の教育を通じて未来の市

場を創っていきたいと感じた」。ディー

プテックの中でも特に時間がかかる

宇宙産業。それを今産業がない東南

アジアで教育から始める。日本由来

の技術が、隣国の国力を変える。ベン

チャー企業の挑戦が始まっている。

(文・デューリヤ、イェブジェニ・アスター）

私が海を私が海を
渡った理由渡った理由
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社内ビジコンは、社内ビジコンは、
新規事業創出に新規事業創出に
有効なのか？有効なのか？

事業会社が主催するビジネスプランコンテスト（以下、ビジコン）は2017年頃から
増加をし始め、現在、約５社に１社は実施をしているという試算もある※。他社に
先駆けて初期から実施されているビジコンにおいては、事業化等の成果が公表さ
れ始めているものもある一方で、事務局の現場からは、受賞テーマからの事業化
は難しく、計画倒れになってしまうという課題もよく聞く。そこで本特集では、ビジ
コンを起点として進化を続けている取り組みの好事例から新規事業創出に有効
な要素を洗い出し、日本企業全体における新規事業創出の加速の一助とする。
※山嵜 (2022）, ビジネスコンテストからの事業化は成功するか ― イノベーションと人材育成の両面からの考察 ―
Japan Marketing Academy Conference Proceedings vol.11

特集2
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外部環境の大変革に試される 
チャレンジ精神

　起業チャレンジ制度は1998年に

開始された。きっかけは電力の小売

自由化にむけた法律の改正。関西電

力など一部の企業にのみ認められて

いた電力の小売に、他の企業も参入

できるようになるという、主幹事業

を揺るがす大改正だった。同社はこ

れまでも、世界屈指の難工事ともい

われた黒部ダムや日本初の商用原子

力・美浜発電所など、過去の事業を

通していち早く新規事業に取り組む

チャレンジ精神がすでに根付いてお

り、それを受け継いで生まれたのが

この制度だった。26年も前に同社で

社内ビジコンが生まれた理由のひと

つはここにある。

　本制度では、社員みずからが事業

プランを提案し、選考を通過する

と新規会社を起業して事業化を目

指す。ここからかんでんエルファー

ム（流木をリサイクルし肥料や燃料

として提供）、気象工学研究所（気

象インフラ情報の提供）などが生ま

れた。しかし、初年度は200を超え

た応募が年をおうごとに減少して

いき、最終的には10にも満たない

応募数となった。そして、2011年

の東日本大震災を機に一時的に休

止状態となる。

現状や常識から
“はみだしやすい”環境整備、
手厚いプログラムを開発

　休止の間、震災に伴う発電所停止、

節電の浸透等もあり電力事業以外の

収益源を育てる必要性は高まり続け

た。ここで、新規事業創出と既存事

業の変革を目標に掲げて、2016年に

イノベーション推進グループが発足。

自律的・持続的なイノベーション創

出のため、社員からの自発的な提案

を待つだけでなく、社員が現状や常

識から ” はみだしやすい ” 環境整備

にむけて、人・風土づくり、場づくり、

仕組みづくりを徹底することに。こ

の仕組みづくりの施策の１つとして

2018年、かんでん起業チャレンジ制

度を再開させた。応募数が減ってい

るという課題に対しては、まずは少

しでもやりたいことがある社員が気

軽に参加できるよう、最初のハード

ルを下げるため、アイデア創出チャ

レンジという段階を設け、アイデア

段階での応募も受け付けるようにし

た。次に、アクセラレーションプログ

ラムという段階を設け、外部専門家

による支援を受けながら事業開発ス

キルを学び、自身のビジネスプラン

のブラッシュアップができるように

した。これらの取り組みにより、400

件のアイデアが集まり、80件のビジ

ネスプランが生まれ、さらにこのう

社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？

関西電力の「かんでん起業チャレンジ制度」が始まったのは、今から26
年も前。今でこそ社内ビジコンは珍しくはないが、その頃、日本国内に
はほとんど前例はなく、まさに先駆者的存在だった。その歴史をひもと
くと、時代の変化や社員のニーズを捉え常に活動をアップデートし続け
る26年であった。本稿では本制度を推進するイノベーション推進本部
の市橋氏、四宮氏、大畑氏に、この歴史に裏打ちされた関西電力ならで
はの施策の特徴や担当者の想いを聞いた。

関西電力株式会社 イノベーション推進本部

イノベーション推進グループ チーフマネジャー　 四宮 雅也 氏
イノベーション推進グループ リーダー　 大畑 智也 氏
イノベーション戦略グループ チーフマネジャー　 市橋 公平 氏

26年間の取り組みに
裏打ちされた独自路線
- かんでん起業チャレンジ制度
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ち40件程度が起業チャレンジ制度へ

の応募に至るというサイクルを毎年

繰り返せるようになった。このアイ

デア段階からビジネスモデルを鍛え

る仕組みによって、起業チャレンジ

制度への応募数は近年安定している。

社員の情熱からの起業経験が
主力事業でも活きる

　累計での本制度への応募数は838

件、このうち事業化されたのは10件、

今も存続している会社は5社だ。「ま

さに、センミツの世界です」と四宮

氏。1000のアイデアから実際に事

業になるのは3つという新規事業創

出の世界においては、アイデアの停

滞、プロジェクトの断念、ビジネス

の撤退が必ず起こる。このようなタ

フな現場において同部署では、応募

者に対して丁寧な伴走支援を行いつ

つ、挑戦を一過性にせず、再チャレ

ンジを促進する環境整備に努めてい

る。例えば、選考で落選となった案

件の応募者に対しては、1対1の面談

でフィードバックを行うなど、手厚

いフォローを実施している。また、

社内コミュニティを立ち上げ、志を

同じくする仲間との交流を促進。た

とえ一度うまく行かなくとも、次も

またチャレンジしたいと思えるよう、

社員の挑戦をリスペクトし、再チャ

レンジを後押ししている。

　関西電力では、ソリューション本

部、火力事業本部などの事業部門の

他、関西電力送配電をはじめとした

グループ会社でも新規事業の創出に

取り組んでいる。イノベーション推

進本部が企画・運営しているかんで

ん起業チャレンジ制度では、個人の

情熱から生まれたアイデアを広く集

め、起業前・起業後のパイプラインを

管理している。こちらは事業部門で

の新規事業に比べると規模は小さく

なるが、社員１人１人の情熱とキラ

リと光るアイデアからビジネスを生

み出し、会社がそれを後押しするこ

とで社員の成長につなげていく。大

畑氏は「起業チャレンジは、新規事

業の創出もさることながら、挑戦す

る人材を発掘し、成長を後押しする

効果も大きいと考えています。ゼロ

から事業を立ち上げる経験は、その

後のキャリアにも大きな影響を与え

るはずです」と説明する。起業チャ

レンジ制度に参加し、起業には至ら

なかった社員が事業部門に戻り、そ

こでの新規事業開発で活躍すること

も多くあるという。

他社への事業譲渡も。
世界に広がるかんでんマインド

　かんでん起業チャレンジからはこ

れまで、旅行者とローカルフレンド

を繋ぐ旅行事業「TRAPOL」、産後家

族向け滞在サービス事業の「Yaala」

が誕生し、30代の若手社長も輩出さ

れた。中には、がん経験者向けカト

ラリー製造販売「猫舌堂」のように、

事業を軌道に乗せた後、他社に事業

譲渡した例もある。社員の独立を伴

う人材流出については一部に懸念の

声もあるが、市橋氏は「かんでんの

理念を体現する人材が、社会で活躍

の場を広げることは喜ばしいこと。

むしろ、積極的に後押ししたい」と

前向きに捉えている。今後も、かん

でん起業チャレンジ制度を通じて、

社員のチャレンジ精神を育み、新た

な事業創出と人材輩出を続けていく

方針だ。新規事業の成否は、アイデ

アの質よりも、いかに優秀な事業リー

ダーを輩出できるかにかかっている。

その意味で、かんでん起業チャレン

ジ制度は、他社の参考となる先進的

な取り組みと言えるだろう。

（文・立花 智子）

アクセラレーションプログラムアイデア創出チャレンジ

関西電力のイノベーション推進と
新規事業創出のあゆみ
1998年　かんでん起業チャレンジ制度発足
2000年　かんでんエルファーム設立
2004年　気象工学研究所設立
2011年　起業チャレンジ制度一時休止（2015年度を

除く）
2016年　経営企画室にイノベーション推進グループ

を新設
2018年　かんでん起業チャレンジ制度をリニューア

ルして本格再開
2019年　経営企画室にイノベーションラボを新設
2019年　TRAPOL設立
2020年　猫舌堂設立（2023年に小野薬品工業㈱の子

会社へ事業譲渡）
2021年　Yaala設立
2023年　イノベーション推進本部を新設（イノベーショ

ンラボを母体に体制強化）
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事業に繋がらない
アイデアコンテスト、
チャレンジの機会の減少

　Honda には元々アイデアコンテ

ストをやる文化があり、仕事時間の

一部を活用し、そうしたアイデアを

育めるカルチャーがある。そうした

ことから研究所の中には面白いア

イデアがたくさん眠っていたが、本

社と研究所が別会社のため、アイデ

アコンテストだけで終わるケースが

多く、事業化に至らないケースばか

りだった。近年、品質管理がより重

視されるようになると、新しいアイ

デアを創出するチャレンジの機会も

減っていき、このままではいけない

と考えた当時の研究所社長が2017

年に立ち上げたのが新事業創出プ

ログラム「IGNITION」である。そ

の時に事業側の支援をしていたの

が中原氏だ。中原氏は不動産会社の

営業を経て、1998年に Honda に入

社。IT部門で二輪ドリーム店や中国

ACURA 事業の立ち上げに携わる。

2011年からは新規事業を担当し、

研究所の中でアイデアのまま終わっ

ていた事業の原石を新規事業に繋げ

るべく IGNITION プログラムを開

始した。

社員の
内発的動機を引き立て、
挑戦を支える工夫

　IGNITION はそれまでのアイデ

アコンテストとは違い、研究所と本

社が一体となって行う。右図のよう

に、複数の審査を経て事業化を認め

られれば、社内で事業化、または起

業しベンチャーとして事業化でき

る仕組みだ。審査のスキームにベン

チャーキャピタル（VC）を組み込む

ことにより、出口を明確にした。ま

た、運営として特に大切にしてい

るのは、社員の内発的動機だ。たと

え審査に落ちても決してアイデア

を否定せず、再びチャレンジでき

るようにサポートをする。中には

５回応募してきた社員もいるとい

う。IGNITIONで起業した株式会社

Ashirase も、３回目のチャレンジで

事業化に至った。1つ成功事例があ

ると、影響を受けた他の社員も成功

を夢見て IGNITION にチャレンジ

するため毎年安定した応募がある。

一方で現在の IGNITION 事務局メ

ンバーのほとんどは、在籍期間が１

年以内だ。それには理由がある。短

期間で事業開発が学べるため、事務

局に2~3年在籍し、他部署に異動後

も学んだ知識を生かし活躍できる。

メンバーの多くは自ら希望して事務

社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？

チームで寄り添い続け、
社員の想いを事業に変える
伴走者

Honda の IGNITION は2017年に始まった新事業創出プログラムだ。
すでに Ashirase、Striemo、SmaChari といった革新的な新規事業を
次々と輩出している。しかし、この取り組みも最初から順風満帆だった
わけではなく、多くの試行錯誤を繰り返してきた。IGNITION を立ち上
げ、統括を担当する中原大輔氏に、現在のプログラムの仕組みと工夫が
どのように生まれてきたのか、そして目指す将来の姿について伺った。

本田技研工業株式会社

中原 大輔 氏
IGNITIONプロジェクト統括
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局に配属され、各事業領域の専門家

ではないが、勉強しながら起案者と

本気で伴走する。起案者が管理職の

場合も、事務局の若手から管理職に

アドバイスしなければいけないが、

それも担当の成長に繋がる良い機会

と捉えている。起業家、VC、町工場

などの様々なパートナーとのコミュ

ニケーションが生まれやすいように、

赤坂のマンションの一室に事務局を

構えているのも工夫の１つだ。

困難と試行錯誤の連続

　IGNITION は最初から現在の体

制だったわけではない。「立ち上げ

から大変なことばかりだったが、定

期的に反省会を開き、体制を整えて

きた」と中原氏。当初、IGNITION

には社内事業化という選択肢しかな

かった。しかし、社内だと既存事業

以外の事業化を判断するには時間が

かかるケースが多く、2020年から

は起業した会社で事業開発するとい

う選択肢を追加した。社外で立ち上

げてから、VC と一緒に育て、事業内

容に親和性がある場合には Honda

との協業や出資を得られるという

方針に転換した。また、2023年から

は、新たに「IGNITION Studio」を

始めた。IGNITION Studio は、 VC

からの出資を得るというハードル

の高さから応募前に諦めてしまう

人を応援するための人材育成プロ

グラムだ。ここでは、先輩起業家の

話を聞いたり、ビジネスに必要な

知識を学んだりすることができる。

IGNITIONやIGNITION Studioへ

の参加は、業務として認められるの

も特徴だ。こうした取り組みは社内

のメディアである Honda TV や経

験者の口コミを通して広がってお

り、現在 IGNITION Studio に参加

する社員の6割は初参加だ。かつて

は IGNITION に懐疑的だった一部

の起案者の上司たちも、審査会のプ

レゼンや参加後の社員の変化を見て

驚き、今では参加を後押ししてくれ

るようになった。IGNITIONを通し

て、社内のチャレンジ精神に火がつ

き、内発的動機で仕事を進める人が

増えているのだ。

一番の動機は
「社会課題の解決」

　様々な試行錯誤を経て進化して

きた IGNITION。立ち上げ当初に

入っていたコンサルティング会社

からは「この仕組みはうまくいかな

い」と断言されたそう。しかし中原

氏は Honda の文化ならできると信

じ、今の形を創ってきた。立ち上げ

時から最も大事にしているのは、「社

会課題の解決」を目的にしているこ

とだ。昨年からは社外からの公募を

受け付けている。「世の中が複雑に

なり社内に閉じて行うだけでは新し

い事業を創るのが難しくなってきて

おり、より積極的に社外のアイデア

と掛け合わせることで社会課題を解

決したい」という思いで推進してい

る。Honda 社内の応募者数に関し

ては「我々は応募者数を KPI として

いない。むしろ（社内からの）応募者

は減った方が良い」と話す中原氏。

「IGNITION は既存事業では挑戦で

きないアイデアを応募者が持ち寄る

場なので、いつかは Honda の中で

本業として挑戦できるようになれば、

必然的に社内の応募者数は減ってい

く」と考えている。また新事業を進

める上で IGNITION には一つの行

動指針がある。それは「早く動いて、

早く失敗して、早く改善する」だ。「企

業の規模が大きくなると、失敗しに

くい風潮が出てくるが、新事業にお

いてはそこを変えていかなければい

けない。チャレンジ精神を持った人

が諦めずに何度も挑戦できるように

していく必要がある。IGNITIONで

学んだ人が、リーダーシップを発揮

して、Honda を引っ張って行って

ほしい」。今後も IGNITION は進化

を遂げ、社会課題解決の起点になる

と同時に、Honda を内側から変革

していく原動力になっていくだろう。

（文・塩川 雅貴）

IGNITIONのスキームIGNITION Studioの様子
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アイデアコンテストから
スタートアップとの共創へ

　GCC は、新規事業を創出すると

ともに社員のチャレンジ精神を育

てる目的で、当時の家電部門で始

ま っ た 新 規 事 業 創 出 プ ロ グ ラ ム

だ。それ以前には、部門内に新規事

業を担う組織は存在しなかった。

2010年代初頭は白物家電の売り

上げが順調に伸びていたこともあ

り、新規事業といっても家電に付

加価値機能をつける程度で、イノ

ベーションを起こせているとは言

えなかった。一方で、IoT の広がり

とともに、IT 企業などの異業種か

ら家電業界への進出も増え、全社

的に新規事業の重要性が認識され

るようになる。そこで生まれたの

が Panasonic にとって新規事業創

出のスタートラインとなった GCC

である。Panasonic の社員は、もと

もと新しいものを作りたいという

意欲が強いため、GCC が社員の熱

量の受け皿になった。結果として、

GCC を通して8年間で約4000人の

社員が関わり、生まれたプロダクト

は50を超えるという。社員の姿勢

の変化も生まれ、社内外からも評価

されている。しかし、個人からのボ

トムアップ型の事業は、事業戦略と

必ずしも合致しないため、規模とス

ピードの両面で課題があった。そ

こで、スタートアップと連携し、既

存事業の強みを生かしながら、隣接

領域に新たな市場を開拓する方針

に転換した。こうして Panasonic 

Kurashi Visionary Colab が 誕 生

した。郷原氏は CTRO 兼 CVC 推進

室長として、この体制の転換を主

導している。

お互いの強みを活かし、
新たな事業の柱を創る

　 Panasonic Kurashi Visionary 

Colab は、SBI インベストメントと

共同で設立した CVC を中心に活動

している。ファンド規模は10年間で

80億円の予定で、エネルギー、食品

インフラ、空間インフラなど、くら

しに関わる事業領域のスタートアッ

プへ投資していく。これまで、新規

事業領域への挑戦は思い通りに進め

られないことも多かった。例えば、

食にまつわる機器を手掛ける会社と

して、食品を扱いたいという想いは

長年持っているが、異なる事業領域

への進出は難しい。これは、事業部

門内にフードバリューチェーンの生

産者と繋がり、開拓していける人材

がいなかったからだ。スタートアッ

プは新しい領域での現場課題を知っ

パナソニック株式会社

郷原 邦男 氏
CTRO（Chief Transformation Officer)兼CVC推進室長

8年間の成果を活かし、
「共創」で
全社を変革する

Panasonic は、2016 年 か ら 社 内 公 募 型 の 事 業 創 出 活 動（Game 
Changer Catapult ＝ GCC) を続けてきた。しかし2024年、これを発展
的に解消し、スタートアップとの連携で新規事業を創出する「Panasonic 
Kurashi Visionary Colab」をスタートさせた。どのような経緯でこの
大きな決断を下し、何を目指すのか。本取り組みを牽引するCTRO（Chief 
Transformation Officer) 兼 CVC 推進室長の郷原邦男氏に伺った。

社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？



27

ているため、大企業の手が届かない

ところを補える。逆に、スタートアッ

プ側も大企業のアセットを活用でき

る利点がある。だからこそ、連携す

ることでスピード感を持って事業を

スケールできる可能性があるのだ。

CVC 推進室は、SBI と連携すること

で、そのための目利きをしながら、

事業部とスタートアップをブリッジ

する役割を担っている。

ゼロイチの形を変え、
社員の熱量の新たな受け皿に

　CVC 推進室には、各事業部で経験

を積んだ社員が在籍している。全社

的に新規事業創出の動きを創ってい

くためには、出身事業部での経験や

中期計画を基に経営企画や部課長層

に働きかけ、事業部ごと新規事業へ

向かわせる力が求められるからだ。

またCVC推進室の他に、CTRO傘下

には、日本とインド、二拠点の事業

開発部門があり、パナソニック株式

会社全体の新規事業の動きを支えて

いる。国内の事業開発部門にはGCC

を通して育った社員もいるという。

現在は各事業部にも新規事業を担う

組織があり、社員は手をあげれば異

動できるケースも増えている。「GCC

がなくなったことで、ゼロイチを創

る能力が失われるのではないかと言

う社員もいるが、そうではない。ス

タートアップと組んで、その領域で

Panasonicとしてのゼロイチを創る

ことが必要になるので、そこでGCC

で培った能力を発揮してもらう」と

郷原氏。さらに、スタートアップと

の連携の意図をグループ全体に共有

するため、「GO!GO!スタートアップ」

と言うオンラインイベントを2ヶ月

に1回開催している。出資先のスター

トアップの創業者や、連携している

事業部の社員などがゲストとして登

壇する。参加する社員は毎回400人

にも及ぶ。これまで、GCC に向いて

いた社員の熱量が、スタートアップ

との連携で生まれる新規事業に向い

ているのだ。

事業部が
乗って行きたいと思う
船を創る

　 始 ま っ た ば か り の Panasonic 

Kurashi Visionary Colab。今 後 の

ミッションは「事業部が乗って行き

たいと思う船を創ること」だと郷原

氏は話す。スタートアップと組んで

も、既存領域で事業をしていては何

も変わらない。既存領域の強みを活

かしながら、新たな領域を開拓して

いかなければいけない。また、大企

業はスタートアップと比較すると意

思決定に時間がかかる。しかし、新

しい領域でスピード感を持って進め

なければ、スタートアップは先に行っ

てしまう。

　これまで、パナソニック全体で見

るとスタートアップと接点のある社

員も多いそうだ。しかし、最終的に

協業に至ったケースは少ないとい

う。出資の形式をとることで、お互

いに内部事情も分かりやすくなり、

スピード感を持って連携を進められ

る。そしてその中で、8年間続けてき

た GCC で育った社員が活躍してい

る。新規事業を自分ごととして捉え

られる社員が育っているからこそ、

この取り組みを加速していくことが

できる。8年間の着実な積み重ねと

強い意志があるからこそ、体制の変

更という大きな決断ができ、大企業

を全社ごと変革することができるの

だろう。

（文・塩川 雅貴）

くらしビジョナリーコラボ | スタートアップと、くらしでつながり新しい価値や事業を創出するオープンイノベーション活動 (panasonic.jp)
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社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？社内ビジコンは、新規事業創出に有効なのか？

企業文化に応じた
三社三様の進化

　今回紹介した３つの事例は、すべ

て社内公募型の事業創出プログラ

ムとしてスタートしたが、時間の経

過とともに、三社三様の形態に進化

していった。関西電力では、新規事

業創出に挑戦する人材の発掘とそ

の人の成長を後押しするという人

材育成の目的をぶらさずに、当初の

社内公募型のプログラムの形を保っ

ている。Honda では、社会課題の解

決を第一の目的に掲げ、それが一番

早く進む方策として、社外からリー

ド投資家を見つけるステップや、社

外からの応募も受け付けることを

始めた。Panasonic は新たな事業の

柱を創ることを目的とし、社内公募

型のプログラムを大きく変更、社外

のスタートアップと連携すること

を前提とし、既存事業の隣接領域に

新たな市場をつくるという方針に

転換した。どの取組も、4回、5回と

繰り返すうちに目的が明確になり、

それが達成できるような一番効果

的なやりかたは何かを考え続け、試

行錯誤してきた。この進化のプロセ

スには、各社の事業領域や企業文化、

事業開発の目標の違いなどが色濃

く反映されているといえよう。

挑戦者への
リスペクトと仕組み化

　しかしすべてに共通する点があ

る。それは、方法は違えど、事業創

出に挑戦したいと思う社員を生み

出し続ける仕組みがある点だ。関

西電力では「アイデア創出チャレ

ン ジ」、Honda で は「IGNITION 

Studio」、Panasonic で は「GO ！

GO ！スタートアップ」に代表され

るように、多くの社員がまずは気

軽に参加でき経験者から話を聞け

る機会をつくる、先輩の成果を見

せて自分もできそうと感じさせる、

結果的に事業創出につながらなく

とも参加者のチャレンジを認めて

丁寧にケアをする、参加者を別の

事業開発チームに参加させ学習の

転移を起こし活躍の場をつくるな

ど、３社には様々な取り組み、大小

の工夫が組み合わされていた。こ

ういう仕組みがあるからこそ、新

たな社員が流入し続け、事業創出

マインドを持った人が累積して会

社を変えていくことに繋がる。

　社内ビジコンが長続きしない、

成果が現れないという課題は、社

内ビジコンをある一定期間のみ行

われるイベントのように捉え、そ

れを通して人や事業をどう育てる

かの大きな仕組みがないことで生

まれるのではないだろうか。コン

テストで賞を逃した社員のケアが

なければ、もうその人はチャレン

ジしようとはしない、受賞した社

員のビジネスプランを前に進める

仕組みがなければその社員は本業

との間で孤立する・・・。社内ビジコ

ンのやりっぱなしからは、「どうせ

参加してもうまく行かない」とい

う諦めや、生まれた事業シーズを

育てようとするのではなく「お手

並み拝見」というような傍観者を

増やしてしまう。

事業創出の土壌を作る存在と、
数年にわたる
活動の積み重ねが重要

　つまり事業創出は、当該部署の

一握りの社員が行うことではなく、

多くの社員が身近なものとして捉

え、自らが次の挑戦者になる覚悟、

または、社内の挑戦者をおおいに

応援する雰囲気を醸成し、組織全

体にチャレンジ精神を根付かせて

いくことが、新たな事業を生み出

す土壌となる。今回、目的の異なる

３つの取組みから見えたことは、

この土壌づくりを行う強力な存在

こそが、新たな事業を生み出そう

とする企業には必要なのではない

かということだ。それは一朝一夕

ではなし得ない、少なくとも効果

が見えるまで5-6年はじっくりと

腰をすえて辛抱強く試行錯誤しな

がら取り組む、そして挑戦者１人

１人に向き合い対話を重ねる、そ

んな地道な努力が必要なのではな

いだろうか。

（文・立花 智子）

組織全体にチャレンジ精神を根付かせていくことが、
新たな事業を生み出す土壌となる
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本フォーラムへの参加企業・参加者を募集しています
アド・ベンチャーフォーラム
https://hd.lne.st/forum/

[お問合せ]株式会社リバネス 人材開発事業部 （担当：海浦・重永）

[ Email ] hd@lnest.jp

2024秋
参加企業

「ベンチャーで働く」を博士の
新たなキャリアの選択肢にする 募集！
アド・ベンチャーフォーラムとは？
アド・ベンチャーフォーラムは「研究者の新たな活躍の場を
発見する」をテーマに、修士・博士を取得した若手研究人材と
ベンチャー企業が出会う場です。ベンチャーとは誰も正解を
知らない冒険的な事業を行う企業のこと。未踏の知の開拓に
取り組む研究者とは冒険仲間になれるはず。アド・ベンチャー
フォーラムでは固定概念にとらわれない研究を活かす方法、
新しい働き方、新しい生き方を作り出し、多様な若手人材が
ベンチャー企業で活躍できる仕組みを開発していきます。

研究経験を活かしたい学生が参加
本イベントには自らの研究経験や専門知識を社会のために活かしたい、
誰もやったことがないことに挑戦してみたいという意欲のある学生が集
まります。参加者は、企業の歴史や規模にかかわらずビジョンを持ち、挑
戦的な事業に取り組もうとする企業と新たなキャリアをこの場で共創で
きることを期待しています。自身の研究ややりたいことと、企業の目指す
世界との接点を自ら見つけ出し、次の一歩を積極的に作ろうとする人に
出会えます。また、キャリアに対しても固定概念にとらわれない柔軟な人
材が多く、長期的な採用候補にもなりえます。在学中から活動を共にする
ことで、貴社を深く理解し、即戦力として、入社したり、アカデミアで研究
パートナーとなれる人材を自社のネットワークに入れることができます。

大阪大会概要

参画費用

東京大会概要
[   日   時   ]2024年11月2日（土）13:00-17:30
[   場   所   ]大阪科学技術センター
                     （〒550-0004 大阪市西区靱本町1-8-4）

[参加対象]院生、ポスドク・若手研究者

[   日   時   ]2024年11月10日（日）13:00-17:30
[   場   所   ]センターオブガレージ
                     （〒130-0003 東京都墨田区横川1-16-3）

[参加対象]院生、ポスドク・若手研究者

13:00-13:30 オープニングセッション
13:30-14:00 1min QPプレゼン
14:15-15:00 ブースセッション１
15:00-15:45 ブースセッション２
15:45-16:30 ブースセッション３
16:30-16:45 閉会式
16:45-17:30 交流会

45万円 / 回（税別）コミュニケーターが学生への発信の仕方を一緒に考えます。

各参加企業が１分間で自社で挑戦
することや参加者と議論したいこ
とを伝える。

①双方の自己紹介
②ブース毎でのテーマの紹介を実施
様々な人材との出会いとディスカッ
ションを生む。

1min QPプレゼン当日タイムスケジュール例 ブースセッション
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感謝と称賛が、
パフォーマンスの高い
組織づくりのベースになる

東京女子大学　准教授　正木 郁太郎 氏

新型コロナ禍をきっかけに完全に普及したテレワーク。現代の企業の必須要素となったダイバー
シティ & インクルージョン。大企業を中心に導入が進む人的資本経営。組織を取り巻く環境が
急速に変化する中で、企業現場にはさまざまな新しい対応が求められている。では、そもそも
組織の理想的なあり方とは何なのか。正木先生は社会心理学の立場から、その本質を解き明か
す研究に取り組んでいる。

ひ
と
と
組
織
の
研
究
開
発

なぜ人は集団になると
うまくいかないのか

中島 正木先生のご専門は社会心理学

です。具体的にはどのような対象につ

いて研究されているのでしょうか。

 

正木 平易に表現すると「組織の中で

人が関わる現象いろいろ」ということ

になります。社会心理学を大きく分類

すると、「個人の認知」が主な関心の分

野と、「人と人の相互作用」が主な関心

の分野がありますが、私が関心を持っ

ているのは後者です。「いろいろな人

たちが集団生活の中で相互にやりと

りをすると何が起こるのか。どうすれ

ばチームワークがよくなるのか」といっ

たテーマのもとで、企業組織を主な

フィールドとして研究を進めています。

 

中島 組織の中で生じる相互作用に

関心を持たれたきっかけは何だった

のでしょうか。

 

正木 原体験は高校時代ですね。縁が

あったというか、周囲から役割を振ら

れたというか、体育祭や生徒会で役員

的な立場を何度か経験したんです。そ

うすると自分が集団をまとめなけれ

ばならないことや、同級生がまとめる

場面を見ることも多かったのですが、

これが全くうまくいかなかった（笑）。

もちろん自分のリーダーシップ不足

もあるのですが、それ以上に強烈に感

じたのが「一人一人は悪い人ではない

のに、なぜ集団になるとうまくいかな

いのだろうか」という疑問でした。

　また、私が大学に進学した2008年

頃の日本はたしか非常に景気が悪く、

世間的には「日本的な組織に問題が

あるのではないか」という主張もあ

りました。その二つが私の中で重なっ

て、組織における集団心理を研究す

れば社会に少しは貢献できるのでは

ないか、と思ったんです。

 

中島 なるほど。ちなみに企業組織を

研究対象とする分野としては経営学

も該当すると思うのですが、先生が

社会心理学を選んだ理由を教えてい

ただけますか。

 

正木 当時の私の理解では、経営学で

は組織の現象を「仕組み」や「構造」と

して捉えますが、私はもっと「人」に焦

点を当てたかった、というところでしょ

うか。組織の問題は、客観的な観点や

合理的なロジックだけで説明できる

ものではないはずだ、というのが私の

こだわりでもあります。例えば近年非

常に重要視されているダイバーシティ

&インクルージョンも、多くの人は大

筋では反対はしていないはずなのに、

いざ組織に導入しようとするとなか

なかうまく進みません。その一筋縄で

はいかないところが、集団の難しさで

あり、面白さでもあると思います。

組織づくりのポイントは
個人をいかに「つなぐ」か

中島 すばりお聞きしたいのですが、

正木先生にとっての「理想の組織」を

教えてください。

 

正木 「みんなが前向きに働いている組

織」です。ポイントは「一人一人が前

向きな組織」ではない、という点にあ

ります。つまり、あくまで集団として

前向きであることが重要です。

 

中島 なるほど。社会心理学において

「集団」はどのように成立するものだ

と捉えられているのでしょうか。

『地球貢献型』のひとと組織を研究開発するべく、多様な分野の研究者と議論する。
（聞き手：株式会社リバネス ひとづくり研究センター 中島 翔太）
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正 木 あ る 研 究 で は、「2 つ の タ イ

プ」があるとされています。一つは

common bond group と呼ばれるも

ので、グループとして一つの方向を向

いているわけではないけれども、「あ

の人とは仲が良い」「あの人のことは

よく知っている」という形で、1人1人

が何かしらの絆でつながっているこ

とで集団として機能するタイプ。もう

一つはcommon identity groupとい

うもので、「みんなが同じ目標を持っ

て一致団結している」「ミッションや

パーパスなど同じ特徴を共有する」こ

とで集団が成立しているタイプです。

傾向としては東アジア圏はcommon 

bond group、欧 米 で は common 

identity groupのことを集団として捉

えがちだという話もあります。

 

中島 それは感覚的にわかる気がしま

す。ちなみに、どちらのタイプの集団

のほうが効果を発揮できるか、という

答えは出ているのでしょうか。

 

正木 いえ、残念ながらこの研究はタ

イプ分けの先までは発展せず、組織

にどう応用できるかもよくわかって

いません。ただ、実際に企業の経営

者の方にお話を伺うと、結局は両方

を掛け合わせた組織づくりが必要だ、

という議論もありました。絆だけで

は単なる仲良しグループになりがち

だし、ただミッションやパーパスが

あっても組織としては機能しない、

ということかもしれません。

 

中島 組織づくりという点では、最近

は「人的資本経営」に注目が集まって

います。正木先生はこれをどのよう

に捉えていますか。

 

正木 率直に言わせていただくと、

「50％は合っているけど、もう50％が

欠けている」という認識です。という

のも、人的資本経営では「エンゲージ

メント向上」「育児休業の取得促進」「健

康経営」といったワードが掲げられま

すが、これらはいずれも「個人を強く

する」という観点の施策です。確かに

1人1人が健康で前向きに働いていれ

ば、ある程度は組織もポジティブな状

態になるでしょう。ただ、例えばスター

選手ばかりを集めたスポーツチーム

が毎年優勝するかといえばそうでは

ありませんよね。そもそもの話として、

「いかに組織を強くするか」が目的な

はずなのに、どうして組織ではなく個

人ばかりにフォーカスしてしまうん

だろう、と思うんです。

 

中島 そう言われると、確かに……。

 

正木 一歩前進ではあることは間違い

ありません。ですが、本当に組織のパ

フォーマンスを上げるためには「強く

なった個人をいかにつなぐか」という

視点も必要で、そこに社会心理学が活

きる余地もあるのではと考えています。

 

意図的な「ありがとう」が
現代の組織には不可欠

中島 最近著書として『感謝と称賛』を

発刊されましたね。正木先生として

はこの「感謝と称賛」こそが組織内の

個人をつなぐキーになる、というお

考えでしょうか。

 

正木 おっしゃる通りです。組織にお

いては、大前提としてポジティブな関

係性がなければその先の信頼関係を

つくることができません。感謝と称賛

こそが組織をつなぐ第一歩であり、同

時に誰もがすぐに実践できる第一歩

でもあります。

 

中島 つまり「ありがとう」と「いいね」

ですね。ただ、これらがコミュニケー

ションにおいて大事であることは誰

もが理解しているはずです。今あえて

フォーカスする理由を教えてください。

 

正木 実は今だからこそ重要であり、

組織にとって効果があることが調査

で明らかになったんです。理由の一つ

は、先ほども言及したダイバーシティ

&インクルージョンです。多様なバッ

クグラウンドを持つメンバーを組織

の仲間として受け入れるためには、感

謝と称賛を「はっきりと」伝えること

が重要だという結果が出てきました。

もう一つは、新型コロナ禍をきっかけ

に急速に広がったテレワークです。テ

レワークによって明らかに組織内の

コミュニケーションが減少すると同

時に、感謝や称賛を相手に伝える回数

が激減しています。特に致命的なのが、

新型コロナ禍に入社した新入社員で

す。こうした中で、著書でも触れたあ

る企業では、アプリを使って感謝と称

賛を促すことが新入社員の対人関係

を広げ・深める結果も得られました。 

中島 なるほど。現代だからこそ、感

謝と称賛を「意図的に」行うことが組

織にとって重要であるということで

すね。本日は組織づくりの大きなヒ

ントをいただきました。ありがとう

ございました。

正木 郁太郎 氏 

博士（社会心理学）。東京大学大学院人文社会
系研究科博士後期課程修了後、同研究員など
を経て、2021年4月より東京女子大学専任講
師、2024年4月より現職。専門は社会心理学
で、組織のダイバーシティ＆インクルージョ
ンや、オフィス環境・働き方が働き手の心理・
行動に与える効果などを研究している。主な
著書に『職場における性別ダイバーシティの
心理的影響』、『感謝と称賛：人と組織をつな
ぐ関係性の科学』など（順に2019年と2024
年に東京大学出版会より出版）。
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人材育成のオープンイノベーションを起こし、
地球貢献型リーダーを育成する

リバネスユニバーシティー

「個人の成長のため」「会社の成長のため」といった個人や組織に閉じた目的ではなく、分断した視点から一旦距離を

置き、広い視野を備えた地球貢献型リーダーを育成すること。それがリバネスユニバーシティーの最終的な目的で

す。そのためには、これからの地球に必要な人材について考えながら、多様な企業の人材育成の概念を混ぜ合わせて

組織も業界も年代も関係なくオープンに学び合う場が必要だと考えました。

全く異なる価値観、思考、専門性を持った人同士が熱を持ってぶつかり合い、化学反応が起こる。それによって新し

い化合物が生まれエントロピーが増大するのではないでしょうか。それこそが、大規模で複雑な課題を解決する突

破口になるはずです。
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新たな概念形成と実践が
世界を変える人を育てる

リバネスユニバーシティー学長
株式会社リバネス 代表取締役社長 COO

髙橋 修一郎

科学技術の力で
世界の課題を解決する

　科学技術には世界の課題を解決す

る力があります。科学技術の発展と

地球貢献を実現するためのリサーチ

インスティテュートを創ろう、そう考

えて私たちは22年前にリバネスを立

ち上げました。当時は研究者が起業

する事例はまだまだ少なく、産業界に

おいてもオープンイノベーションの

概念は生まれていませんでした。し

かし、地道に異分野融合の研究開発や

事業化への挑戦を仕掛け続ける中で、

私たちの周りには多くのアントレプ

レナーが集まり、その結果、課題解決

を志向するテックベンチャーが次々

と生まれてきました。

　昨今、地球規模の課題解決への関心

の高まりにより、かつてない勢いでア

カデミアと産業界の融合の機運が高

まっています。実際、企業や大学では

盛んに、新技術を学ぶ勉強会や研修、

アイデアコンテストが数多く開催さ

れています。しかし、このような活動

から、真の社会課題を解決する事業が

どれほど生まれているかというと、ま

だまだ少ないのが現状でしょう。そ

れはなぜかと考えると、生まれている

連携の多くが自社と他社の1対1の組

み合わせに留まっており、さらに、連

携のプロセスがクローズドな場で行

われていることが原因なのではない

かという考えに行きつきました。

1対1のマッチングではなく、
多対多の連携へ

　複雑化した世の課題を解決する

事業を生み出すためには、もはや1

対1の組み合わせでは難しくなって

きています。世の中ではビジネス

プランコンテストが盛況ですが、コ

ンペティションから生み出される

連携はやはり限定的なものになる

でしょう。例えばヘルスケア領域で

私たちの身体を診る事業を生み出

そうと考えたとします。あるベン

チャーは血液、別のチームは便、あ

るいは毛髪や汗など多様な対象で

健康を測ろうと提案します。プレゼ

ンテーションを聞いて、「どの技術

が当たりだろう？」「ライバル企業

はあそこと組んだから、自社は違う

ところと組もう」といった選抜的な

視点で連携を考えてしまうと、大き

な事業は生み出せません。言うまで

もなく、すべての技術を取り込んで

大きなひとつの事業を組み上げる

ことができれば、より多くの人の健

康を守る事業が生み出せるはずです。

つまり、今私たちに求められている

ことは、出会い方・議論の仕方をアッ

プデートして、連携を生み出す新し

い手法を発明する事なのです。

　そのような場はどうすれば作れる

だろうか。原体験として思い出した

のは、リバネス立ち上げ当初から仲

間と日々繰り広げていた超異分野の

議論でした。核となるテーマに対し

て、立場や分野を超えて主体的にア

イデアを足して新しい仕掛けを考え

る。短期的な利益や競争を超えて、

研究者的な思考でチーム形成とプロ

ジェクト創出ができるような場を作

ろうと考えたのです。

　
共通概念を形成し、
具体的な一歩をつくる

　リバネスユニバーシティーは、プ

ロジェクトを生み出す人を育む場で

す。多様な業界・立場の参加者が集

まり、「地球の持続的な発展を起点

に考える」「競争ではなく共生」といっ

た共通概念をつくり、互いに学び合

うという、これまでにない「概念教育」

の場を開発しています。経験豊富な

講師が専門知識を伝授するといった

座学講座ではなく、数か月の短期プ

ログラムの中で、一人一人の経験や

知識、自社のアセットも接続してプ

ロジェクトを推進していきます。

　設立以来、多くのプロジェクトが

立ち上がりました。そして、受講期

間を終えた現在も活発に活動を続

けています。課題解決に向けたプロ

ジェクトを真剣に議論をし続ける

仲間を得られることも、リバネスユ

ニバーシティーの一つの価値です。

世界の課題を解決する事業を共に

生み出していきましょう。
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 スキルアップではなく
 概念シフトを起こす

リバネスユニバーシティー
「地球貢献型リーダーを育成する」をビジョンに掲げ、多様な組織の人材が集まり、学び合いながら、

越境的なプロジェクトを生み出す場としてリバネスユニバーシティーは多様なコースを開発・運営しています。

特徴

1

特徴

2

特徴

3

「先生」はいない、自ら思考し、
実践して知識を創る
リバネスユニバーシティーには「先生」は存在し
ません。教えてもらうのではなく、自分で考えて
やってみる。質問に答えるのではなく自ら問いを
発する。これがリバネスユニバーシティーでの学
び方です。

ビジネスを共生型へシフトさせる
「ブリッジコミュニケーション」
の概念
市場を１から作っていくような活動においては、

「伝える」ことができなければ、その価値は認めら
れず、仲間を集めることもできません。分断した
向こう岸へ「橋」をかける強力な概念が必要です。

多様性のある学びを実現する
「カレッジ制」

核となるカリキュラムと「地球貢献型リーダーの
育成」という共通のゴールをベースとして、そこ
に各カレッジ主催企業のアセットを組み合わせ
ることによって、多様性のある学びを実現します。 カレッジA カレッジB カレッジC
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リバネスユニバーティーのコースの基本型

参加者が得られるもの

リバネスユニバーシティーが運営するコースの詳細はこちら　https://univ.lne.st/

すべてのプログラムは「座学」ではなく、他流試合でチームを作り、地球貢献につながるプロジェクトを構想します。

自分の常識を変える

自社に「異分子」の
思考を持ち帰る

新たに仕掛ける
テーマに初速をつける

組織や肩書きを取り払い、異分野・異業種・異世代の全く異なる価値観・思考を持った人材が集
まり、１００年先の未来に思考を飛ばして「地球貢献」を本気で考え実践しながら自分の価値観、
マインド、行動を変化させる。それがリバネスユニバーシティーが開発・実施するコースです。

「アジア最大級の中高生との研究プロジェクト」「超異分野学会」「テックベンチャーのエコシ
ステムの開発」など、年間200以上のプロジェクトを創出する研究者集団リバネスが20年かけ
て蓄積した「ブリッジコミュニケーション」「QPMIサイクル」といった独自の概念を学びます。

3〜4ヶ月という短期間の中で、「仮説を立てて小さく試す」を繰り返し、具体的なプロジェク
トを構想・実践するという実践型のプログラムです。コース受講は始まりであり、受講後に仕
掛け続ける初速をつくる場です。そのプロセスの中で結果的に成長していきます。

講義 ゼミ 個別活動

講師やゲストスピーカーとのケースス
タディやディスカッションを通じて、自
分の価値観、マインド、行動を変化させ
る考え・行動を身につけます。

共に地球の課題を解決する事業（活動）
をつくる！というパッションを持った
プロデューサーと、実現に向けてスピー
ド感を持って仮説検証を繰り返す次の
一歩を決めていきます。

自身も新規テーマ創出に取り組み、多様
な個のネットワークを持ったコミュニ
ケーターと、次の一歩を実行します。さ
らに必要な知識のインプットも行います。

講
義

ゼ
ミ

講
義

ゼ
ミ

講
義

ゼ
ミ

講
義

ゼ
ミ

個を瞬発的に
チームに

していきます

今すぐに
できることを

その場で
決めます

徹底的に
削ぎ落とし

本質を
見極めます

本気で応援
できる

チームと
次を仕掛けます

個
別
活
動

個
別
活
動

個
別
活
動

１回目 2回目 3回目 4回目
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他
流
試
合
に
よ
る「
ひ
と
づ
く
り
」で
、

変
化
し
続
け
る
組
織
を
つ
く
る リバネスユニバーシティは、多様な企業パートナーとともにカレッジを立ち上げ、

未来のビジョンや事業に繋がる概念形成の場を開発しています。2021年に、最初
のカレッジである JRE Station カレッジを東日本旅客鉄道株式会社とともに開始
しました。それから３年、新たに3つのカレッジが誕生し、多様な仕掛けが始まっ
ています。2024年7月、リバネスユニバーシティーオープンキャンパスでは、新
たに始まったカレッジを仕掛けるパートナー企業3社と、「他流試合による人づく
りで変化し続ける組織をつくる」をテーマに、パネルセッションを行いました。

モデレーター

ジャーミネーションカレッジ

ことまちカレッジ

感性と素材 カレッジ

株式会社リバネス

artience株式会社

東武不動産株式会社

株式会社リバネスキャピタル

代表取締役社長COO

インキュベーションセンター 所長

開発事業本部 街づくり推進部長

代表取締役 社長

髙橋 修一郎 （本文中：髙橋修）

髙橋 隼人 氏 （本文中：髙橋隼）

野田 和義 氏 （本文中：野田）

池上 昌弘 氏 （本文中：池上）

設立時からリバネスに参画し、リバネスの研究開発事
業の基盤を構築。研究現場に対する圧倒的な課題発掘
力を持ち、独自の研究助成「リバネス研究費」や未活用
研究アイデアのデータベース「L-RAD」等のビジネス
モデルを考案し、産業界・アカデミア・教育界を巻き込
んだプロジェクトを数多く仕掛ける。2010年より代
表取締役社長COO。

大学修士では無機化学・物理化学専攻。2003年に東
洋インキ製造㈱に入社。研究所にて UV 硬化型機能性
ハードコート剤の開発に従事し、社内の新規事業とし
て立ち上げ成功。プラント立ち上げ・製品開発・海外
マーケティングを経験。2023年より社長直轄組織と
してインキュベーションセンターが新設され、所長と
して新規事業創出に向け試行錯誤中。

建築学科卒業後大手ゼネコンに在籍。計画、開発、金融
分野に従事し、様々なプロジェクトに携わる。実プロ
ジェクトを通じて、都市計画、制度設計、土地利用計画
提案、埋立事業、区画整理事業、再開発事業、PFI 事業
等の実務を経験し、広くまちづくりに係る。2022年10
月より、現職の東武不動産街づくり推進部にて押上・
業平エリアの賑わいづくり、エリア価値の創造を目指
した「ことまちプロジェクト」を推進中。

2002年6月に株式会社リバネスを立ち上げ、取締役
CFO に就任。リバネス創業期の財務・経理・労務など
コーポレート業務を一手に引き受け、経営の土台構築
に貢献しながら、これまでに70社以上の研究開発型ベ
ンチャー企業のコーポレート・ファイナンス面を支援。
2020年1月リバネスの子会社として株式会社リバネス
キャピタルを会社分割により設立し、代表取締役に就任。
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髙橋修 新事業というとベンチャーに

注目が集まりがちですが、会社の規

模に関係なく新しいことは仕掛けら

れます。リバネスユニバーシティー

は、変化を本気で考える企業とともに、

組織の外に異質な文化を持った場を

つくり、社員の概念シフトを起こす

「企業カレッジ」の開発に取り組んで

います。今日はカレッジを設立し、新

たな仕掛けに挑む3社のパートナー

に集まっていただきました。まずは

これからどんな取り組みをしていく

のか、お話いただくところから始め

たいと思います。

髙橋隼 今年「感性と素材カレッジ」を

設立します、artienceの髙橋です。よ

ろしくお願いします。実は今まさにカ

レッジを設計しているところですの

で、今日は是非皆さんからもヒントを

頂ければと思っています。私たちは今

年1月に社名変更しました。これまで

印刷インキを主軸とした化学素材メー

カーとして素材の機能的価値を皆様

に届けてきましたが、サイエンスに加

えてアート、つまり感性的価値を届け

ていく会社になろう、という意味が社

名のartience（アーティエンス）に込め

られています。「感性に響く価値を作

り出す」というビジョンを体現するに

は、自社内に閉じこもるのではなく、

多様な視点、知識を取り入れ、皆でそ

の意味を考え、創ることが必要だと考

えています。カレッジ設立はその１つ

の仕掛けになると期待しています。

野田  弊社は昨年、リバネスさんから

ラーニングクリエイターという「学び

をつくる人」を育てる取り組みを一緒

にやらないか、とお話をいただき、リ

バネスユニバーシティーとのコラボ

レーションを開始しました。まさに

コロナ禍の最中で、リアルな場所に人

が集まらなくなったら、我々の商売は

なくなるぞという危機感の中で、不動

産会社としてエリアに特化したまち

づくりに挑戦したいと考えていた時

でした。オンライン化が一気に進み、

多くのことがデジタルで完結するよ

うになった今、その場所に何かしらの

価値がなければ人は集まらない。そ

の価値は何かというのを突き詰めて

いくと、やはり人は人に会いに行くん

じゃないかな、というという仮説にた

どり着いたんです。こういう仮説から、

面白い人が集まり街の中にコトを生

み出すということで「ことまち」とい

うプロジェクトを開始しました。リ

バネスユニバーシティーとのコラボ

レーションもその一つで、様々な知識

や情熱を持った人が集まり、街の中に

新しい人と人の繋がりをつくるよう

な仕掛けを一緒に作る仲間を増やし

たい。そんな思いで「ことまちカレッ

ジ」を立ち上げ、ラーニングクリエイ

ターコースを開催しています。

池上 私たちは昨年、「真の伴走者を

輩出する」というミッションを掲げ、

「ジャーミネーションカレッジ」を立

ち上げました。あまり聞き慣れない言

葉かもしれませんが、ジャーミネーショ

ンは「芽出し」という意味です。ビジ

ネスの種になる研究を研究シーズと

いいますが、植物の成長において、一

番大事な最初のステップって、発芽

ですよね。私たちは研究開発型ベン

チャー（ディープテックベンチャー）

に特化してサポートをしているので

すが、彼らのジャーミネーション（発芽）

のフェーズって、まだビジネスモデル

も見えてなくて、当然マーケットも全

然分かってなくて、でもやりたいこと

は明確で、そのための基盤技術はある、

そんな状態です。ずっと研究をしてき

た研究者がビジネスを作るってかな

り難しいことで、しっかり伴走する人

がいないと、果実は実らない。しかし

ディープテックベンチャーの特徴を

理解して伴走できる人材が非常に少

ないというのが私たちが感じている

課題です。

髙橋修 みなさんありがとうございます。

まず髙橋さんにお聞きしたいのが、今

日の会場にもなっている場所で「他流

試合」にこれから挑戦されるわけです

が、特に堅実な業界の企業の場合、他

流試合ってどちらかと言うとネガティ

ブなイメージを持たれているのでは

と思うのですが、社内からの抵抗はな

かったんでしょうか。

髙橋隼 そうですね、まさに抵抗感バ

リバリでした（笑）。我々のインキュ

ベーションセンターは去年の1月に生

まれました。新しいことを起こそう

と、社内で活動を始めて強く感じたの

は、我々の中には自前主義が深く根付

いているということです。長年、いか

に社内にブラックボックスをつくり、

競合に勝つかという勝負をしてきた

わけです。感性といった新しい価値

に手を伸ばし、挑戦をするためには、

いくらいいアイデアがあっても、これ

までとは全く違うマインドセットが

ないと、イノベーションは起きないん

じゃないかと思います。私自身、社内

の中ではアグレッシブにやってきた

方だと思っていたのですが、活動を始

めてみてやはりちょっと保身があっ

たなと感じています。今は周りから

何やってんだっていう目で見られて

いると思いますが、ここまで来たら、

リスクとってとにかくとことんやっ

てみようという気持ちになっています。
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髙橋修 野田さんのいらっしゃる不

動産業界でも、今髙橋さんがおっ

しゃっていた課題感や、大手の中で

起こる変化の難しさという課題は同

じでしょうか？

野田 実は私自身は、以前は大手ゼネ

コンにおりまして、今日の会場のよ

うな大きな建物をぼんぼん作ってい

ました。経済合理性を突き詰めてい

くと、アクセスのいい場所に高層高

密度のビルを建て、足元に全国チェー

ンの商業施設、その上にオフィス、

その上にホテル、みたいにだいたい

同じ形になるんです。そうなると、

もうどの場所でも良くなっちゃうん

ですよね。

　そんな背景の中、その場所でしか

味わえないものがあって、シェフや

お客さんがいて、会話してというの

が価値なんじゃないかなと。ゼネコ

ンと違うところの領域に来ている

な、というのをすごく感じますね。

artienceさんも「アート」とおっしゃっ

てましたが、やっぱりこれから大事

なのは、ハードだけじゃなくて、人が

そこにいかに気持ちよくいてくれる

かなと。そんな世界の中で、全く違う

世界にいた人の考えや知識が受け入

れられて活きてくる気がしています。

髙橋修 お話を聞いていて、このユニ

バーシティーの取り組みというのは、

例えば「感性」「にぎわい」「伴走」「サ

ステナブル」といった、今までの常識

からしたら「なにやってるの？」とい

うテーマを掲げて異業種が集まり、

これまでの経済合理性とは違う、新

しいアプローチで次のビジネスをつ

くる挑戦なんだ、という見方もでき

るなと思いました。

野田 そうですね。昨年やらせていた

だいたラーニングクリエイターコー

スでは、いろんな分野の方が集まり、

子どもたちを巻き込んだ春休みイベ

ントを作ろうというお題で、考えて

いただいたんですけど、これまでの

私たちの常識とは違う視点やアイデ

アが出てきて驚きました。

髙橋修 池上さんに伺いたいんです

が、ジャーミネーションカレッジで

は、数ある業種の中でも非常に堅実

なキャピタル関係の人材がたくさん

集まり、全く違う考えで「スタートアッ

プ支援」を実践する取り組みをされ

ていますが、マインドセットをいか

に変えるかという点で、何かヒント

がありそうな経験はありますか?

池上 まず昨年実施したコースで何

やったかというと、銀行の方に、現実

にいるジャーミネーション期のベン

チャー創業者とチームを組んでもら

い、その会社のCFOになりきって経

営課題に向き合っていただきました。

「他流試合」というキーワードが何度

か出ていますが、自分の立ち位置を

180度変えて活動するという、まさに

「他流」をやってもらったんです。例

えば、ある研究者が「すごく面白い技

術があるんだ、私は創業するぞ」って

言ってプレゼンをしたとします。ただ、

よく話を聞いたら事業計画がボロボ

ロだぞと。おそらく大半の人がこれ

では銀行はリスク取れないなって言

うと思うんですよ。実際コースに来

た方もそういう方ばかりです。この

コースではそこから一歩踏み込んで、

今ベンチャー自身が抱えてる課題が

何かを丁寧に引き出すところから始

めます。課題が明確になると、実は金

融機関が持っている多様な取引先と

繋がることで解決できる事が色々あ

るのが見えてくる。

　私は、ベンチャーのCFOになりきっ

て考えるという、普段の立場を変え

たことが、自分たちの隠れた資本に

気づくポイントになっていると思っ

ています。あとは何か面白いこと言っ

ているベンチャーと出会ったときの

好奇心だとかワクワクだとか、そう

いうものが散らばっている場が作れ

ると、なにか通常起きにくい化学反

応が起きるんだろうなと思って2人

のお話を聞いていました。

髙橋隼 現業が強いほど、新しいこと

が起きにくい。物理でいうと、慣性の

法則みたいな感じですよね。そのま

ままっすぐ行くのが一番楽なんです。

先程の銀行の方が普段と真逆の立場

で新たな銀行の価値に気づいたよう

に、「感性と素材」など誰も答えを持っ

ていないテーマを起点に動くことで、

自社の隠れた価値に気づけるのかも

しれないと改めて思いました。
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髙橋修 例えば大手企業の優れた品質

管理のノウハウがベンチャーにとっ

て大きな価値になるように、メイン

ストリームの技術で新しい価値を生

むというシンプルなコースじゃなく

て、実は、当たり前過ぎて価値に見え

ていないものが、他流試合によって

再発見されるなんてこともあります。

そこが面白いと思います。

髙橋隼 我々はまだそこまで思考が

至っていませんが、今の組織状態で

何かやっても多分続かない。じゃあ、

何が足りないかって考えると、やっ

ぱりそれは風土であり文化であり、

一人ひとりのマインドだと思うんで

すよね。だから、これからは他流試合

はやっていかないと生き残っていけ

ないとか、そういう風に考える人が

少しでも増えていけば、たとえ一度

無くなったとしても、また次の人が

始めると思うんですよ。ですから、と

にかく今は風土を作っていくことで

すかね。10人、100人と増やせば、継

続性は生まれると考えています。

野田 今年、押上で「ことまち」を体現

する住民参加型のコミュニティー施

設を立ち上げました。冒頭お話した

通り、高層高密度で人が集められる

人気店舗を入れたほうが短期的には

全然儲かります。でも新しい価値が

生まれることで、その地域のポテン

シャルが上がってくれば、結果とし

て資産に跳ね返ってくる。そう考え

れば実利はあると考えています。ま

だまだやり始めたばかりなので、続

けてみないとわからないですが、「自

分もやってみたい」という方がどん

どん現れてきて、だんだん協働、共創

の取組みになることで、単純にお金

を掛けて進める活動ではなくなると

思います。そんなサイクルを生む最

初のエンジンを作っているんだと考

えています。

髙橋修 artienceさんの社名にも入っ

ている「アート」の世界のコミュニ

ティーは、ことまちカレッジの動き

とも親和性がありそうですよね。アー

トのコミュニティの中にサイエンス

に切り口を入れていくような視点で

設計していっても面白いかもしれな

いですね。

野田 そうですね、アートもそうですし、

他のカレッジにいるベンチャーが、コ

ミュニティづくりを各地域で一緒に

始めてもいいかもしれません。私たち

も押上以外にも、動物園や農地など特

徴的なアセットを持っていますので。

髙橋隼 各カレッジの価値観ややりた

いと思っていることってお互いに重

なりがあるなと感じます。サイエン

スを軸にするのか、思い切ってアー

トを軸にするのか、私たちにアート

ができるのか、など本当に試行錯誤

の真っ最中なんですけど、感性価値っ

て、例えば、ワクワクだったり、ドキ

ドキだったりとかそういう情緒的な

価値だと思うんですよね。

髙橋修 お互いのコースに別のカレッ

ジの受講生が参加したり、生まれた

プロジェクト同士でコラボレーショ

ンしたり、カレッジ同士の他流試合

も生まれそうですね。最後に一言、未

来の受講生に向けて、メッセージを

お願いします。

野田 今年もラーニングクリエイター

コースを10月から開催します。一緒

に多くの人達が集まる居心地の良い

場所とは何かを考え、新しいコトを

作ってみたいという方とぜひご一緒

できたらなと思います。

池上 受講する企業側も、自社や社員

自身の新しい価値に気づくことで人

的資本経営で注目されているエンゲー

ジメントにも良い影響が出ると考え

ています。そんな視点からでもいいの

で、ぜひベンチャーとの対話にチャレ

ンジしてもらえたらと思っています。

髙橋隼 この場所が感性価値の発信源

になるような、そんな感じにしたい

と思います。ちょっとでも、なんか

ちょっと面白そうだな、気になるなっ

ていう人がいれば、ぜひ参加いただ

ければ嬉しいです。

髙橋修 ぜひ一緒にやりましょう！

本日はありがとうございました。

（構成・文：楠 晴奈）
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アセットをフル活用し、
プロジェクトを生み出す「カレッジ」

主催 ミッション

[Webサイト] https://jre-station-college.jp/

東日本旅客鉄道株式会社 異業種・異分野の社会人が集い、
サステナブルビジネスをつくりだす

JRE Station カレッジ

どんな参加者が集まる？

実施コース

3つの特徴

エコテックコース / フードテックコース / ライフテックコース

新規事業創出を担う部門、研究所の新テーマ創出を目指すチーム等、大手企業の若手から中堅社員が多く参加しています。
その他、中小企業の次のマネージャー・経営者候補の方が「サステナブルビジネス」の概念を学びに参加する事例もあり
ます。毎回の講義には、新進気鋭のディープテックベンチャーの創業メンバーがゲストスピーカーとして登壇し、受講
者チームの一員となって議論していきます。

多様なメンバー サステナブル ビジネス創出

多種多様なバックグラウンドをもつ
メンバーが集まり、異なる考え方に
触れながら個人のネットワークを
形成し、仕事の枠にとらわれずコト
を仕掛けるマインドを学びます。

これからの時代のビジネスに不可
欠な「サステナブル」の考え方と同
時に、ゲストスピーカーとして登
壇するディープテックベンチャー
から最先端の知見を学びます。

単にプロジェクトのプランを構想
するだけでなく、JR 東日本のア
セット ( 駅・まち・フィールド ) を
実 践・実 証 の 場 と し て 活 用 す る
チャンスもあります。

これからの日本が世界をリードし

ていくためには、やはり「世のため

人のため」をしっかりとやり続けることが大切だと私は

感じています。そうした中で、ＪＲ東日本としても、ど

うすれば持続可能な社会の実現に向けて役に立つこと

ができるだろうかということを考えて企画したのが、今

回のJRE Station カレッジです。JRE Station カレッジ

は、地域の拠点である駅をキャンパスとして、課題発掘

型のリーダー人財を育成し、サステナブルビジネスを生

み出すための学び場です。年齢、業種、立場を超えて、誰

もが知識をアップデートし続け、課題意識と情熱でつな

がる人財のネットワークを増幅させ、地域の課題を持続

可能な形で解決するエコシステムの構築を目指します。

JRE Station カレッジは東京駅キャンパスからスター

トします。東京駅は、当時の人々の「世界に誇れる駅を

つくるんだ」という高い志と多大な努力によって、1914

年に創建されました。その記録を読むと、身震いするよ

うな感動を覚えます。まさに今こそ、我々自身も、次の

100年後の人々にそのように感じてもらえるような仕

事をしていく必要があります。その象徴的な存在であ

る東京駅をキャンパスとして、次の100年、200年先の

未来につながるサステナブルなビジネスをクリエイト

していきたいと思っています。

（JR 東日本 常務執行役員 表 輝幸 氏 ※2021年10月 JRE Station 

カレッジ開校時時点　2021年10月エコテックコース初回講義より）

設立の思い

※2024年度は全コースステーションコンファレンス万世橋で開催予定
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リバネスユニバーシティーは、変化を本気で考える企業とともに、参加者の概念シフトを起こす「カレッジ」の開発に取り
組んでいます。カレッジには多種多様な企業の人材が参加し、4ヶ月間、全く違う文化の中で、地球の課題解決に繋がるビジ
ネス・プロジェクトの創出に取り組みます。核となるカリキュラムと「地球貢献型リーダーの育成」という共通のゴールをベー
スとして、そこに各カレッジ主催企業のアセットを組み合わせることによって、多様性のある学びを実現します。今後も新
たなカレッジを設立してまいります。

主催 ミッション

[Webサイト] https://univ.lne.st/college/germination-college/

株式会社リバネスキャピタル ベンチャー伴走の本質を追究し、
社会実装を先導する

ジャーミネーションカレッジ

3つの特徴

どんな参加者が集まる？

実施コース

ブリッジコミュニケーション

キャピタルブリッジコミュニケーションコース

越境経験 アントレプレナーシップ

伴走に必要な考え方を共有し、実
践する場を通じて、受講者それぞ
れがベンチャーに対して主体的な
伴走者として動き出すことを目指
します。

ベ ン チ ャ ー の CFO ま た は CSO
になりきり、主体性をもってベン
チャーの課題解決を促す連携仮説
を創出することで、擬似的な越境
経験を積むことができます。

ベンチャーが抱える課題の本質を
見極め、創出した連携仮説に対し
具体的なアクションを起こします。
その過程で自身のアントレプレ
ナーシップを醸成します。

金融機関のベンチャー支援部門、投資機関のキャピタリスト、大手・中堅・中小の事業会社の研究開発部門、新規事業開
発部門などに所属する若手または中堅の方々を主に想定しています。これまで具体的な伴走をイメージしにくかった
創業期のディープテックベンチャーを題材としてグループワークを実施するため、彼らとのブリッジコミュニケーショ
ンの概念を修得し、世界を変える挑戦に「主体的に伴走する力」を実践的に身につけます。

ベンチャーは新しい概念と技術に

よって課題解決に挑むという特性

から、多くの場合既存市場はなく、ある程度実証が進まな

いとビジネスモデルやマーケットを見出すのが困難です。

しかし、一般的に投資起案や融資稟議を通すには、蓋然性

が高い事業計画があることが大前提であり、このギャップ

が投資家や金融機関のリスクテイクを難しくしています。

ベンチャーの成功確率は創業者のリスクテイク度と、投資

家をはじめとする伴走者のリスクテイク度との掛け算で

あると言えます。創業者のリスクテイク度が100%である

とすると、伴走者のリスクテイク度がそのままベンチャー

の成功確率に反映されると言っても過言ではないでしょ

う。ベンチャーの創業期においては、 資金以外にも経営人

材や管理リソースなど不足している要素は多くあります。

例えば、投資家や金融機関、事業会社が主体的にベンチャー

を巻き込みビジネスモデルやマーケットを共創する、その

上で様々な資本（キャピタル）を投下し長期的に伴走し続

ける。ベンチャーの中にいても、外にいても、経営者と同

じビジョンを共有し、主体的に伴走できる人材をどんどん

輩出しようと構想したのが、「ジャーミネーションカレッジ」

です。本カレッジでは、ベンチャー経営上の課題解決とい

う観点で伴走に必要な考え方を共有し、実践する場を通じ

て、受講者それぞれがベンチャーに対して主体的な伴走者

として動き出すことを目指しています。

（リバネスキャピタル　代表取締役社長 池上昌弘 ※2023年

10月ジャーミネーションカレッジ設立講演より。一部追記。）

設立の思い
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主催 ミッション東武不動産株式会社 人と人、人と自然の新たな繋がりを創造する

ことまちカレッジ

どんな参加者が集まる？

実施コース

3つの特徴

ラーニングクリエイターコース

「共創」による価値創出を目指す企業内のコミュニケーション施設や、地域のインキュベーション施設の企画担当者等、
場づくりではなく「コトづくり」をミッションに新たなチャンジを始める方がメインターゲットです。その他、社会の課
題解決に挑むテクノロジーベンチャーの社員や、探究的な学びづくりに取り組む学校教員等、多様な情熱を持った参加
者が集まります。

共創の仕掛けづくり ブリッジコミュニケーション 街

箱作りだけではコトは生まれませ
ん。目的を体現するプロジェクト・
プログラムを創出できる人材を育
成します。

「学び合い」を通じて未知の相手と
情熱や経験に基づく知識を共有し、
強固な関係性を構築してコラボ
レーションする方法を徹底的に学
び、実践します。

墨田区の「ことまちラボ」を実践
フィールドとし、具体的なMission
を設定して、コトづくりに挑む、他
にはない実践的なコースです。

街づくりはハードをつくって終わ

りではなく、そこからいかに「街の

賑わい」をつくるかが重要です。これまでは自治体や町

内会がその機能を担っていましたが、その地域を拠点に

している私達のような企業がもっとそこにコミットし

なければいけないのではないか。そんな思いから、街に

根ざした「コトづくり」をするプロジェクトを立ち上げ

ました。その１つが、リバネスユニバーシティーの中に

立ち上げたことまちカレッジです。ことまちカレッジは、

人と人、人と自然の新たな関係性を創造する実践場です。

多様なバックグラウンドをもった人が出会い、多様な視

点を調和・統合させることを通じて、そのまちに根付く

「こと」を生み出すことができるリーダー人材を育成し

ます。2023年にスタートした「ラーニングクリエイター

コース」では、多様な視点を持った人と人が互いに学び

合う「豊かな学びの場」をクリエイトできる人材が集い、

育つ場です。街の賑わいとは、人と人の繋がりが生まれ、

その街に愛着や故郷意識が生まれることではないかと

考えています。本コースでは街のアセットとコース参

加者の専門性を組み合わせ、街に多様な人が集まるきっ

かけとなるような、新しい「学び」のコンテンツを開発

します。研究者やベンチャー、学校の先生、子どもなど、

これまであまりコラボレーションしたことがない人た

ちとの化学反応に期待しています。

（東武不動産株式会社 代表取締役社長 田中 浩 氏）

設立の思い

[Webサイト] https://univ.lne.st/college/koto-machi-college/
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主催 ミッション

[Webサイト] https://univ.lne.st/college/artience/

artience株式会社 「心の充足」の実現によるビジネスを創出する

感性と素材カレッジ

3つの特徴

どんな参加者が集まる？

実施コース

アート×サイエンス

感性イントレプレナーコース

既存組織の中でのビジネス創出 アセットの融合

機能的価値を追求してきたメー
カーの知識と、感性という人らしさ
をかけ合わせて、モノだけでは生み
出せない価値を追究します。

新しいことを起こしにくい大きな
組織の中で新規事業を立ち上げる
方法を学び、実践していきます。

単にプロジェクトのプランを構想
するだけでなく、主催企業の技術
やノウハウ、場所、さらにはゲスト
も巻き込み、実践・実証を具体的に
進めていきます。

近年着目される「感性」に関わる新規事業の立ち上げを目指す、事業会社やベンチャー企業等に所属する方がメインター
ゲットです。本カレッジではartienceグループの社員も受講生として参加し、他の受講者との間で互いのアセットを活
用した感性ビジネスの創出を目指します。

現代社会において、単なる機能や利

便性を超えた「感性価値」が注目さ

れています。本カレッジでは、この「感性価値」を五感へ

の刺激により直接想起される感情に留まらない「心の充

足」と捉え、artience グループが持つ素材や技術等のア

セットと受講生のアセット、価値観を繋げ、新しい事業

を生み出すことを目指します。

2024年1月、東洋インキホールディングスは artience

に社名変更しました。これまで印刷インキを主軸とし

た化学素材メーカーとして素材の機能的価値を皆様に

届けてきましたが、サイエンスに加えてアート、つまり

感性的価値を届けていく会社になろう、という意味が社

名のartience（アーティエンス）に込められています。「感

性に響く価値を作り出す」というビジョンを体現するに

は、自社内に閉じこもるのではなく、多様な視点、知識

を取り入れ、皆でその意味を考え、創ることが必要だと

考えています。カレッジ設立はその１つの仕掛けにな

ると期待しています。

感性と素材カレッジは、異業種・異世代との共創で新た

な価値を創出する事を目的に立ち上げた、「incubation 

CANVAS」で開催します。改装はまだこれからですので、

本カレッジを通じて、組織の枠にとらわれない価値共創

の場の設計も、皆さんとしていきたいと考えています。

（artience 株式会社 インキュベーションセンター 所長 

髙橋 隼人 氏）

設立の思い
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リバネスユニバーシティーは各カレッジがコースを開発し、実施しています。
※リバネスユニバーシティーは、学校教育法上で認められた正規の大学ではありません。
※各コースのプロデューサー・日程・会場は変更となる場合があります。最新情報はWebページをご覧ください。
※金額は全て税込です。

https://univ.lne.st/courses/

コース詳細はこちら

2024年度後期開講コース一覧

ラーニングクリエイターコース

感性イントレプレナーコース

ジャーミネーションカレッジ開講コース

ことまちカレッジ開講コース

感性と素材カレッジ開講コース

2024年10月25日〜2025年1月31日（金曜開催：17:30-20:00・全7回）

2024年9月5日〜12月19日（木曜開催：15:00-17:00・全8回）

10/25、11/8、11/22、11/29、12/13、1/10、1/31

9/5、9/19、10/3、10/17、10/31、11/21、12/5、12/19

「ラーニングクリエーター」は多様な視点を持った人と人が互いに学び合
う「豊かな学びの場」をクリエイトできる人材です。今回は、墨田区・押
上を実践フィールドとして「墨田区の街のにぎわいづくり」につながる「学
びの場づくり」に挑む、実践的なコースとなっています。

「感性価値」を五感への刺激により直接想起される感情に留まらない「心
の充足」と捉え、それを実現するためのものづくり・サービスによる新規
事業開発を目指します。多様な素材および周辺技術を持つartienceグルー
プ、感性に響く事業を立ち上げたベンチャー企業、その他企業が集まり、
所属組織の中で新規事業を立ち上げる方法を学び、実践していきます。

大人と子どもを巻き込み「まちのにぎわいづくり」に繋がる
教育プログラムの企画提案

「感性価値」をテーマとした新規事業仮説プレゼン

最終プレゼン課題

最終プレゼン課題

495,000円

495,000円

高校を卒業後渡米。Wright State University で人
間工学心理学の修士、博士号を取得。2010年にリ
バネスに入社。若手研究者向け研修、教員研修、中
高生の国際教育企画の開発に従事。2018年4月か
ら、リバネス教育総合研究センターのセンター長と
して、非認知能力の評価系と育成の研究を、学校現
場の先生方と一緒に取り組む。

修士1年よりリバネスに参加し、その後リバネス初
の新入社員として入社。人材開発事業部を立ち上
げ、2012年より執行役員に就任。TECHPLANTER
事業やリアルテックファンドの立ち上げ、スタート
アップと町工場の連携事例構築、インキュベーショ
ン施設「センターオブガレージ」の開設や中堅中小
企業の新規事業創出支援などを主導。【兼務】リア
ルテックホールディングス 取締役副社長、株式会
社グローカリンク 取締役、株式会社 NEST iPLAB 
取締役、株式会社木幡計器製作所 取締役

実施期間

実施期間

実施日

実施日

概要

概要

参加費

参加費

プロデューサー

プロデューサー

前田 里美
株式会社リバネス 教育総合研究センター長  

長谷川 和宏
株式会社リバネス 執行役員CHO 

キャピタルブリッジコミュニケーションコース
2025年1月24日〜2月21日（17:00-19:00・全4回）

1/24、2/6、2/13、2/20-2/21 

受講者はベンチャーの経営チームの一員となりきり、ベンチャーの課題の
本質を見極め、解決するための連携仮説の提案と実践を行います。所属組織
の様々な資本（キャピタル）を活用し、ベンチャーの事業計画の蓋然性を高
めるアイディアを主体的に創出することで、世界を変える挑戦を加速する
真の伴走者となるための概念を実践的に学びます。

CFO/CSOになりきって立案したベンチャーとの連携仮説とその実践
最終プレゼン課題

495,000円 対面・オンライン

対面 ことまちラボ（東京都墨田区）

対面 京橋エドグラン(29F Incubation CANVAS）

※2/20は午後、2/21は午前開催

※1/24は対面開催（東京都内）
※2/6、2/13はオンライン開催
※2/20-2/21は合宿形式で対面開催（東京都内）

光合成細菌の研究で大学院に進学後、丸・井上と出
会い2人の熱に巻き込まれるようにしてリバネス創
業に関わり、出前実験教室の初代講師を務める。創
業後大学院を中退し初の常勤役員となり、経理・財
務などコーポレート部門を一手に引き受ける。リ
バネスの知識製造業を絶対に止めないファイナン
スを実行しつつ、この20年間で70社超の創業期ベ
ンチャーに対し経営の土台作りの伴走も行ってき
た。この経験を活かし、子会社のリバネスキャピタ
ルを設立し組織的なベンチャー伴走体制を構築中。

実施期間

実施日

概要

参加費 実施形式

プロデューサー

池上 昌弘
株式会社リバネスキャピタル 代表取締役社長

実施形式

実施形式

[ 主催 ] 株式会社リバネスキャピタル

[ 主催 ] 東武不動産株式会社 

[ 主催 ]artience 株式会社 
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エコテックコース

フードテックコース

ライフテックコース

JRE Station カレッジ開講コース

2024年9月4日〜12月11日（水曜開催：18:00-21:00・全8回）

2024年9月4日〜12月11日（水曜開催：18:00-21:00・全8回）

2024年9月4日〜12月11日（水曜開催：18:00-21:00・全8回）

既存の産業は資源が維持されることを前提としており、崩壊がすでに始
まっています。このコースでは、現状を打開し、水質浄化や廃棄物循環、
災害対策といったサステナブルな地球環境の実現を目指します。

食べることは人が必ず必要とする行為。人類の歴史の中で食を起点にさ
まざまな文化や価値が生まれてきました。しかし、いま食料資源の枯渇、
フードロスなど食の問題が数多く存在しています。このコースでは「新
しい食の循環」をテーマに、ビジネスを生み出します。

生活スタイルや考え方の変化に伴い、性別、世代、国籍などの垣根を超え
多様性を受け入れながら、個々の豊かな人生について考えることが重要
になっています。ここでは医療、福祉、教育、働き方などの視点から、こ
れからの人の暮らしにまつわる事業を構想します。

サステナブルな世界に繋がるビジネスモデルプレゼンテーション

サステナブルな世界に繋がるビジネスモデルプレゼンテーション

サステナブルな世界に繋がるビジネスモデルプレゼンテーション

最終プレゼン課題

最終プレゼン課題

最終プレゼン課題

2003年よりリバネスに参加。 教材開発事業部、 教育開
発事業部、 人材開発事業部の部長を経て2016年研究
キャリアセンター長に就任。 リバネスの教育応援プロ
ジェクトの立ち上げ、 企業の教育参加を加速する教育
CSR事業の創出に関わる。また、リバネスの人材開発
の根幹となるサイエンスブリッジコミュニケーター
育成を主軸とした企業 ・ 大学の人材育成プログラム
の開発 ・ 実施経験を豊富に持つ。著書 『誰もが 「地球
貢献型リーダー」 になれる思考法』 （リバネス出版）

東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命工学
専攻博士課程修了。博士（農学）。設立初期の2003
年よりリバネスの運営に参画。実験教室、各種ライ
ティングの実践を積んだ後、アグリ分野の先進技術
開発・導入、地域創業エコシステム構築事業の立ち
上げを行う。大手・中堅企業やベンチャー、研究者
等との連携による技術開発、事業開発に現場主義で
コミットしている。

東京大学大学院農学生命科学研究科修了（農学
修士）。PR 会社を経て2009年よりリバネスに入
社。2013年より、シードアクセラレーション事業

「TECH PLANTER」を立ち上げる。日本国内外に
おける大企業とスタートアップの連携構築の仕組
みを構築し、新規事業創出や産学連携事業などを行
う。2015年より投資育成研究センターを立ち上げ、
リアルテックファンドでグロースマネージャーに
着任。2018年より、創業開発事業部長として、起業
でなく「創業」をテーマに活動を開始。2021年より
執行役員。

実施期間

実施期間

実施期間

概要

概要

概要

プロデューサー

プロデューサー

プロデューサー

楠 晴奈
株式会社リバネス ひとづくり研究センター長

塚田 周平
株式会社リバネス 執行役員

篠澤 裕介
株式会社リバネス 執行役員

495,000円

対面

対面

対面

参加費 実施形式

495,000円参加費 実施形式

495,000円参加費 実施形式

9/4、9/18、10/2、10/16、10/30、11/13、11/27、12/11

9/4、9/18、10/2、10/16、10/30、11/13、11/27、12/11

9/4、9/18、10/2、10/16、10/30、11/13、11/27、12/11実施日

実施日

実施日

[ 主催 ] 東日本旅客鉄道株式会社

[ 主催 ] 東日本旅客鉄道株式会社

[ 主催 ] 東日本旅客鉄道株式会社

※掲載内容は変更の可能性あり

ステーションコンファレンス万世橋

ステーションコンファレンス万世橋

ステーションコンファレンス万世橋
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自らの軸に気づかせる

越境経験に送り出そう！
越境経験には2つの重要なポイントがある。ひとつ目は環境と共に仕掛ける周囲の人。特にリバネスが事を仕掛け
る上で重要視しているのは研究者的思考を鍛えることだ。研究者的思考とは、①疑問をもち、②仮説を立て、③実験
を行って仮説を検証し、④得られた結果から学ぶこと、の4つを主体的に繰り返す思考である。仮説を検証し、結果が
予想とは異なっても、なぜそうなったのかを考えさせる。もしかしたら実験条件が合わなかったのかもしれない。そ
もそも、仮説とは異なる結果自体に意味があることもある。新しいビジネスを生み出す上でも、「失敗という結果」で
はなく、そこから学べることを導き出すことが重要なのだ。

2つ目のポイントは越境経験の中で対象者の好奇心に従って行動させること。行動を起こすうちに、知識や情報だけ
でなく、自ら体験し、感じる経験を積み重ね、「自分が動かなければ」という個人の情熱を起点とした機動力（パッション）
に突き動かされるようになる。これまでの人材育成は、個人の関心よりも、組織として大きなプロジェクトを動かせる
ことが大切だった。しかし、価値観が多様化し、社会課題も複雑化するこの時代だからこそ、個人の好奇心を起点に、
研究者的思考の身につく越境経験が必要となる。

これら2つのポイントをおさえ、送り出す社員ごとに生み出される研究結果を受け止められるようになることもまた企
業に求められていることなのかもしれない。長期の経験には送り出す側、送り出される側の双方にかなりの勇気が必
要だが、目的に合わせ、越境経験を実験的に取り入れてみてはどうだろうか。

1 未来共創マインド強化合宿 （1日間）

「外部と連携し、新しい価値を生む力」を育てる

3つの短期越境プログラム

実践の場はアジア最大級の中高生のための学会、サイエンスキャッ
スル。民間企業、大学、研究者が応援し、「世界中の中高生が研究
する文化・環境をつくる」ことを目指すこの場で、自ら問いを立て、
研究開発を行う次世代のプレゼンテーションを大量に浴び、さら
に研究を一歩進めるディスカッションを行い、「次世代の発想を
リスペクトし、自身の学びに変える」越境マインドを醸成します。

社内に閉じず社会の変化に目を向け自ら活動を起
こすことが求められる中で必要なのは内向きのマ
インドから外向きのマインドに変化させること。
私たちはそのような外向きのマインドを「越境マ
インド」と位置づけています。実際に外の世界と
新しい仕掛けをしている「現場」の肌感に触れた
経験や、価値観や常識の違う世界に触れ、「結果的
に成長する」「新しい発想が得られる」という実感
を持つことで、越境マインドを強化します。外に
出るマインドや文化醸成ができていない、社員に
異分野融合や外との連携強化の価値が伝わらない、
外に出ても名刺交換で終わってしまう事が多いと
いった企業におすすめです。

[プログラムの詳細]
https://lne.st/8cjg

[お問い合わせ]
株式会社リバネス 人材開発事業部 ( 担当 : 上野・重永 )

TEL : 03-5227-4198 / Email : hd@Lnest.jp

リバネスの人材開発プログラム 「越境マインド強化合宿」
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リバネスの人材開発プログラム 「越境マインド強化合宿」

ビジネスになぜ相互理解と自分軸が必要なのかを学ぶ

実践① 相互理解の一歩目、相手を知る

実践② 自分軸を持って行動を起こす

経験から得た学びを他者に伝わるように言語化する

2 超異分野マインド強化合宿 （2日間） 3 グローバルマインド強化合宿 （3日間）

研修を通して、自分軸を持つ意義と研究思考の基本を学ぶ。

例）コミュニケーション研修 / プレゼンテーション研修 / リーダーシップ研修など

[記事制作・発表]
 自らの学びを言語化し、他者に伝える、宣言する / 今後やることを企画・提案する

実験教室の実施を通して
・異なる相手に橋を架ける
・異なる分野の研究・業界の知識を理解し、自分事として橋をかける
・異なる背景を持つ相手に自分の言葉で知識を伝える

超異分野学会参加・海外渡航を通して
・自分の目で一次情報を集める
・異なる分野の専門家と自社のアセットをつなぐ
・自社のビジョンと自分自身のパッションの重なりに気づく

知識や経験、思考したことを異なる背景を持つ相手にも伝わるように表現し、
活動を広げられる力をつける。

研究者、大企業、町工場、ベンチャーといった分野や業種の違いにと
らわれずに、議論を通じて互いの持っている知識や技術を融合させ、
人類が向き合うべき新たな研究テーマや課題を捉え、共に研究を推
進するための場です。異分野・異業種の参加者が多数集まり、これま
でにない研究テーマの創出、課題解決のアプローチを建設的に議論し、
垣根を超えて共に最先端の研究開発を仕掛け続けています。ポスター
セッション、口頭セッションに参加する超異分野の参加者とその場
で連携アイデアを考え発表する「知識製造イグニッション」の企画に
挑戦いただきます。

東南アジア各国のディープテックを分野を超えて俯瞰することで、現
地の課題やトレンドを理解するビジネスツアーです。2023年は、マレー
シア、シンガポール、フィリピン、インドネシア、そしてタイの東南ア
ジア5カ国で開催。現地のキーパーソン面談や訪問先をリバネスがア
レンジします。単なる訪問ではなく、自己紹介プレゼンの機会を提供し、
自社の強みや東南アジアで実現したいことを伝える機会が多数あります。
海外進出を目指すベンチャーや大手企業の新規事業担当者が参加する
ツアーに同行することで、外の世界で新しいことを起こす現場の熱を
体感していただきます。

5月
〜
7月

8月
〜

10月

11月
〜
1月

2月
〜
4月

 リバネスの長期越境プログラムの流れ
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オープンキャンパス開催！
10/16（水）15:00-17:00（予定)

真のサステナブルビジネスを
学び、つくりだす

こんな方にオススメ！

自ら新規テーマを創出するメンバーが少ないことを課題に感じている新規事業開発部門

異分野・異業種の方々、ベンチャー企業等とのコミュニケーション方法を知りたい研究開発部門

リスクをとって新たなことに挑戦する人が増え、新事業が生まれ続ける組織をつくりたい経営企画部門

実践的に社員のチャレンジ精神を高められる研修を探している人事部門

     日程       2024年10月16日（水）15:00-17:00(予定）
     会場       ステーションコンファレンス万世橋
     住所       〒101-0041
　　　    東京都千代田区神田須田町1-25 JR神田万世橋ビル3・4F
 アクセス   JR 秋葉原駅 徒歩4分 / 東京メトロ 神田駅 徒歩3分
   参加費     無料

株式会社リバネス
JRE Station カレッジ運営事務局 ( 担当：立花、海浦 )

[E-mail] jresc@jreast.co.jp

[ 申込 ]https://lne.st/jresc202410oc

JRE Station カレッジは「真のサステナブルビジネスを学び、
つくりだす」をテーマに4ヶ月でサステナブルビジネスの創出
にチャレンジしています。これまでの3年間で現在100名以上
の受講生を迎え、その実践の場ではすでに25のプロジェクト
が生まれました。2024年度は「エコ・フード・ライフ」の３つの
テーマでコースを展開しています。

来たるオープンキャンパスでは、本カレッジへの想いに加え、
各コースを修了し、その後も活動を続けている受講経験者のプ
レゼンテーションが行われます。修了生のプレゼンテーション
では、JRE Station カレッジの特徴の1つでもある「ゼミ」で実
際に行われるプロデューサーとの議論が展開され、新規プロジェ
クトが育つ瞬間を見ることができます。奮ってご参加ください！

実施概要タイムライン

お問合せ

14:30　開場
15:00　各コースの概要説明
15:30　修了生によるプレゼンテーション
16:30　交流会
17:00　終了

申込

https://lne.st/jresc202410oc


